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本レポートの作成にあたり

　2020年 10月 23日、日本サッカー協会（JFA）と日本女子プロサッカーリーグ（WEリーグ）は、国連グローバル・コンパク
トとUN Women が共同で作成した「女性のエンパワーメント原則（Women's Empowerment Principles/WEPs）」に署名し、
参加することとしました。
　日本国内の競技団体の参加は JFA とWEリーグが初めてであり、WEPs に参加することによって女性が力を発揮できる労働環
境・社会環境を整備することへの強い意思を示すとともに、サッカー界での女性活躍を推し進めながらスポーツ界を牽引していき
たいと考えています。
　署名以前より、また署名を契機として、さまざまな取り組みを行っていますが、特に７つの原則に従ってその取り組みを年次で
しっかりフォローするために、年次レポートを作成することとしました。すぐに成果が出るものばかりではありませんが、取り組
みを統合してパワーを持って推進していくこと、取り組みを内外に明示すること、成果や課題をフォローしていくことを目的とし
ています。
　署名した 2020年をゼロ年として、年次レポートを作成し、発信してきました。こうした形で作成することで、このトピックに
関してまとまった形で発信でき、サッカー界の皆さんに届け、お伝えすることができた実感がありました。
　今回、5年目のレポートを作成しました。全国の役員改選等が少ない年で大きな変化はありませんでしたが、取り組みは様々に
進んでいます。サッカーファミリーの中でさらに広がりと深みを求め変化につなげていきます。

ごあいさつ

公益財団法人 日本サッカー協会
（JFA）会長

宮本　恒靖

公益社団法人 日本女子プロサッカーリーグ
（WEリーグ）チェア

野々村　芳和

　2024年9月に JFA、Ｊリーグと共に日本の女子サッカーを含むサッカー全体の価値を
上げていくことが日本サッカー界には望ましいと思い、WEリーグ3代目チェアの職を受
けましてから1年が過ぎました。
　昨シーズンはクラシエカップ決勝での21,524人のご来場をはじめ、リーグ戦において
も選手達の積極的なイベント協力や各クラブの試合運営の努力によりWEリーグ史上最
高の年間入場者数337,290人を達成することができました。そして、今シーズンの開幕期
においても34,044人のファン・サポーターの皆様に試合会場に足を運んでいただき、各地域
で一歩ずつWEリーグの輪が広がってきていると感じています。
　2021年の創設当初から取り組んできた「WE ACTION」は、5年の歩みを重ね、新
たなWE ACTIONパートナーもお迎えし、クラブとリーグが共に地域の社会課題解決の
ための「WE ACTION DAY」を開催しています。この活動は世界的にも評価をいただ
き、2025年 9月に香港で開催された「World Football Summit」において「Female 
Leader Award for Leading Women in Sport」を受賞しました。
　WEリーグクラブの世界への挑戦も始まり、AFC女子チャンピオンズリーグは第2回
大会の戦いが進んでいます。WEリーグのクラブがアジアの頂点にたてるようWEリーグ
全体でサポートしていきたいと思っています。
　2027年には FIFA女子ワールドカップがブラジルで開催されます。ふたたびサッカー
日本女子代表が世界の頂点を目指すうえでもWEリーグの競技力の向上は不可欠です。
　今シーズンもひとりでも多くのファン・サポーターの皆様とともに最高の作品をスタジア
ムで作り上げ、ひとりひとりが主人公となりうる熱い試合を皆様に届けられるよう、今後も
日本サッカー界全体で女子サッカー、WEリーグの魅力の普及に努めていきたいと思います。

公益社団法人 日本プロサッカーリーグ
（Jリーグ）チェアマン

公益財団法人 日本サッカー協会
（JFA）副会長

公益社団法人 日本女子プロサッカーリーグ
（WEリーグ）副理事長

　日本サッカー協会（JFA）は、2020年に「女性のエンパワーメント原則（WEPs）」に
署名して以降、女子サッカーの競技的な発展にとどまらず、サッカーを取り巻く組織や人
材、社会との関わりを含めた女性活躍推進に継続的に取り組んできました。
　WEリーグにおいても、競技力向上やプロ化の推進に加え、スポーツを通じた社会的価
値の創出を重要な柱として位置づけています。こうした取り組みは、日本の女子サッカー
が競技と社会を結びつけながら、次の成長フェーズへ進みつつあることを示しています。
日本の女子サッカーは、なでしこジャパンや育成年代の世界的な成果、リーグや大会環境
の整備を背景に着実な成長を遂げてきました。その過程で、指導者、審判、運営などオフ・
ザ・ピッチにおける女性の活躍が広がりを見せ、組織運営の健全性や意思決定における多
様性が高まりつつあります。国際的にも女子サッカー改革が進み、競技機会や環境面での
格差は着実に縮小しています。
　私たちが目指すのは、性別によって役割や可能性が決められる社会ではありません。誰
もがサッカーの「する」「見る」「関わる」にアクセスできる環境を整えることが重要だと
考えています。WEPsを重要な指標の一つとし、教育・研修機会の充実や制度整備を進
めながら、誰もが力を発揮できるサッカー界を目指していきます。
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[ 原則 1] トップのリーダーシップによるジェンダー平等の促進
[ 原則 2] 機会の均等、インクルージョン、差別の撤廃
[ 原則 3] 健康、安全、暴力の撤廃
[ 原則 4] 教育と研修
[ 原則 5] 事業開発、サプライチェーン、マーケティング活動
[ 原則 6] 地域におけるリーダーシップと参画
[ 原則 7] 透明性、成果の測定、報告
女子サッカー TOPICS

ごあいさつ
女性のエンパワーメント原則（WEPs）とは、WEPs の 7 原則
署名の背景・目的
女子サッカー発展のためにWEPs 年次レポートが果たす役割
日本サッカー殿堂

本誌では、活動時もしくは2025年 12月現在
の所属や役職で掲載しています。

UN Women
日本事務所長

焼家　直絵

　2025年、なでしこジャパンはSheBelieves Cupで初優勝を飾り、日本の女子サッカー
に新たな歴史を刻みました。この成果は、スポーツが持つ可能性と女子サッカーの力を示
す象徴的な瞬間でした。 
　ジェンダー平等と女性・少女のエンパワーメントのために活動する UN Women（国連
女性機関）は、スポーツを通じた、またスポーツ界におけるジェンダー平等の達成に取り
組んでいます。なぜなら、私たちはスポーツが持つ人々の心を動かす力を信じているから
です。あらゆる人々と手を携え、スキルを育み、心身の健康を促進し、女性のリーダーシッ
プを推進することは、社会全体の変革につながります。JFAとWEリーグは「女性のエン
パワーメント原則（WEPs）」の署名団体として、日本のスポーツ界を牽引してくださって
います。2026年以降も、スポーツを通じてすべての女性と少女が自らの可能性を最大限
に発揮できる未来を、ともに築いてまいりましょう。
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▶  企業トップによるリーダーシップ
本レポートでは →　トップのリーダーシップによるジェンダー平等の促進

原則4

本レポートでは →　機会の均等、インクルージョン、差別の撤廃

女性のエンパワーメント原則とは？

　「女性のエンパワーメント原則（WEPs）」とは、
企業がジェンダー平等を経営の核に位置付け、自
主的に取り組むための行動指針です。持続可能で
包摂的な経済成長に不可欠であるジェンダー平等
を達成すると同時に、企業の経済的・社会的価値
を高めることを目指しています。７つの原則は、「職
場（社内）」「市場（マーケットプレース）」「地域
コミュニティ（社会）」を網羅し、企業が社会的責
任のある主体としてジェンダー平等に取り組むこ
とを推奨しています。
　2010 年３月に国連グローバル・コンパクトと
国連婦人開発基金（UNIFEM、現 UN Women）
が共同で策定し、2018 年より、UN Women が
事務局（https://www.weps.org/）を担ってい
ます。

　WEPs の対象は、企業（民間、公共、政府系、組合、
スタートアップ）、業界団体、商工会議所です。法
令に基づいて設立された組織体であれば、規模や
業界は問いません。署名、実施、報告の３つが基
本的なステップです。署名をすることでコミット
メントを表明し、7つの原則に沿った取り組みを
行い、進捗状況と成果を自発的に報告することが
期待されます。
　WEPs は、2010 年 3月 8日に策定された女性
の活躍推進に積極的に取り組むための行動原則で、
企業が現行の慣習や基準、行動を調査し分析する
ための実践的な手引きとなります。世界でWEPs
に参加している企業／団体は 11,981（2024 年
は 10,268）で、日本国内では 2025年 12月現在、
342の企業／団体が参加しています。

[ Women's Empowerment Principles ／WEPs ]

原則1

WEPsの 原則

ジェンダー平等と女性のエンパワーメントを重要経営課題として位置付け、マネージメントと事業活動に浸透
させるには、企業トップのコミットメントとリーダーシップが不可欠です。CEO や経営トップ層が、企業の方針、
経営戦略、日々の業務、そして組織文化にWEPs7 原則を取り入れることでジェンダー平等と女性のエンパワー
メントを実現するという強い意思を社内外に示すと共に、自らがその取り組みをリードしましょう。

▶  職場におけるジェンダー平等原則2
性別に関わらず、すべての労働者に対して公平で差別のない待遇を保障することは、国際的に認められた人権
の基準の基本原則です。公平な職場環境は、多様な人材の獲得、定着率・満足度の向上、生産性の向上、より
良い意思決定にも寄与します。方針、戦略、組織文化、慣行に存在するあらゆる形態の差別の撤廃は、WEPs 
における最も重要な取り組みの一つです。雇用形態による賃金、能力開発、職場でのキャリアの可能性の差を
なくし、全ての従業員が少なくとも基礎的な生活保障とやりがいを持って働ける環境を整備しましょう。また、
従来の性別役割分業意識や男性稼ぎ手モデルを前提とした制度、慣行、働き方の変革を通じて、男女が家事・育児・
介護などの家庭内のケア責任を分かち合えるようにすることが求められています。

本レポートでは →　健康、安全、暴力の撤廃

▶  従業員の健康、ウェルビーイング、安全原則3
雇用主は、性別に関わらずすべての従業員の心身の健康、安全、ウェルビーイングの維持と促進に重要な役割
を担います。セクシュアル・ハラスメント及びあらゆる形態の暴力が放置されることにより、特に、女性従業
員は大きなダメージを受けます。休職などで収入が減少したり、昇進の機会を逃したり、心身の健康を損なっ
たりする可能性があるからです。従業員の欠勤や生産性の低下といった形で企業にも損失が生じます。適切に
対応しましょう。

本レポートにおける各原則の
ステートメントについて

WEPs は企業やさまざまな団体を対象に各原則を定めていますが、JFA とWEリーグは一般的な
企業とはやや異なる組織体であることを鑑みて、各原則の行動方針はそのままに、項目名称を実際
のアクションに合わせる形で変更しています。

本レポートでは →　教育と研修

▶  女性のキャリアアップを可能にする教育と研修

女性が能力を伸ばし、経験を積み、昇進できるようにするためには、女性を対象とした育成プログラムと、す
べての従業員を対象としたジェンダーギャップに関する教育の両方が不可欠です。女性の育成プログラムでは、
キャリアアップを目的とした研修、ネットワーキング、メンタリングを組み合わせることで、管理職・役員ク
ラスのパイプラインを強化することができます。従業員向けの教育では、ジェンダー平等の推進が自社の方針
や事業とどう結びついているかを理解し、共通の理念と価値観を醸成すること、誰もが持つアンコンシャス・
バイアス（無意識の偏見）がいかに女性のキャリアアップの阻害要因になり得るかを理解し、対処できるよう
にすることが重要です。

本レポートでは →　事業開発、サプライチェーン、マーケティング活動

▶  サプライチェーン・マネージメントとマーケティング原則5
この原則は、企業が社内だけではなく、サプライチェーンを含む「市場（マーケットプレース）」や社会規範の
形成に対しても責任のある主体であることを前提としています。女性と女の子に対するネガティブで画一的な
固定観念は、ジェンダー平等の実現を阻む最も大きな要因の一つです。企業広告は、こうした固定観念や社会
規範の形成に大きな影響を及ぼします。女性と男性、女の子と男の子が、従来の固定観念にとらわれず、現代
的で多様な役割を担っている様子を表現することで、社会に深く根付いているジェンダーバイアスに変革を起
こすことができます。インクルーシブ（包摂的）なサプライチェーン方針や、多様なステークホルダーとのエ
ンゲージメントを通じて、企業はさまざまなビジネスパートナーとともにジェンダー平等を推進することがで
きます。

本レポートでは →　地域におけるリーダーシップと参画

▶  社会貢献活動とアドボカシー（啓発）原則6
この原則は、企業が社内だけではなく、事業活動を展開する「地域コミュニティ」や社会に対しても責任のあ
る主体であることを前提としています。国際社会共通の目標であるジェンダー平等と女性のエンパワーメント
の実現に向けて、企業が自らの資源や影響力を活用することが期待されています。近年、SDGs への関心の高
まりとともに、多くの消費者が商品やサービスを購入する際に、「ジェンダー平等の視点に根差した事業活動を
行っている企業」や「ジェンダー問題や女性支援に取り組む企業」を選んでいるという動向もあります。

本レポートでは →　透明性、成果の測定、報告

▶  成果のモニタリングと報告原則7
WEPs に署名することによって表明したジェンダー平等と女性のエンパワーメントへのコミットメントを遂行
する際に重要なのは、透明性と説明責任です。定期的に進捗状況や成果をチェックする仕組みをつくり、報告
していきましょう。数値で表せない成果もありますが、測定することで、進捗状況の把握と次のステップにつ
なげるための評価が可能になります。また、積極的な報告や情報開示は、投資家、消費者、人材からの評価を
高めます。

出典：『女性のエンパワーメント原則（WEPs）• ハンドブック』より
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　2020 年 10 月 23 日、JFA と WE リ ー グ は、 ス
ポーツ団体では初となるWEPs に署名を行い、女性活
躍に対して、組織として積極的に取り組んでいくこと
を内外に明示しました。（参照：https://www.jfa.jp/
women/we_league/news/00025566/）
　「ジェンダー平等」は、長きにわたり、世界中で取り
組み続けられている大きな課題です。日本においても、
「女性活躍社会」が日本社会の中での長年の課題であり、
その実現に向けて社会全体での取り組みがなされていま
す。一方で、なかなか改善に進まない非常に根深い課題
でもあります。グローバルジェンダーギャップ指数（右
下表および次ページ下表参照）が示すように、相対的に
見て日本の女性活躍は、2025年において 145カ国
中118位（2024年は 146カ国中118位）と非常
に遅れており、依然として先進国の中でも最下位です。
思うような変化が起こりにくい中で、「もう女性活躍で
はないのでは」という声も聞かれます。
　この数字に着目するのは、日本社会に生きている私
達自身が、普段あまり問題に感じていない傾向にある
のではないかと思うからです。「それほど特別に女性が
抑圧されたり不快な思いはしないで過ごしている」「女
性のスポーツ参加や社会参加が進んでいないが、他の
国も同じようなものなのではないかと思っている」「む
しろ日本は平均的あるいはそれ以上の社会なのではな
いかと思っている」…周囲と話しているとそんな人が多
いように感じられます。しかし、この数字を見たときに、
自分たちが当たり前と思っているこの状況が、世界中
で同じ指標でフラットに見たときに、平均を大きく下
回るということは大きな気づきであり、自分たちの当
たり前を疑ってみる必要があると考えられます。
　日本社会全体と同様、日本のスポーツ界においても、
女性の人材活用は遅れています。スポーツ庁が出した「ス
ポーツ団体ガバナンスコード」〈中央競技団体向け〉では、
原則２の中で、「組織の役員及び評議員の構成等におけ
る多様性の確保を図ること」とされており、女性理事の
目標割合（40％以上）が設定されました。変化を起こ
すためには、こうした目標割合の設定が必要であるとい
うことです。

女性活躍社会実現のために戦略的な取り組みが必要

署名の背景・目的

　サッカー界の状況も同様です。サッカーは、ある意
味男性の競技の代表格とも言えるスポーツであり、そ
の中で女性も楽しむ競技となってきた歴史があります。
世界的に見ても、競技人口も関わる人も、その数に圧
倒的な差があります。
　世界のサッカー界においても、“Women in football”、
サッカー界での女性活躍は、ホットトピックとして積極
的に議論され、取り組まれています。社会的に女性活躍
が進んだ国であっても、依然として大きな課題となって
います。それでも世界でさまざまなパワフルな女性たち
が積極的に取り組んでいる姿があり、非常に刺激になり
ます。
　日本サッカー界でも、女性役員、女性人材が不足し
ています。JFA は、中央競技団体として、スポーツ団
体のガバナンスコードの目標達成に向け、取り組んで
いく必要があります。社会的にこの課題は広く意識さ
れており、さまざまなところで女性人材を積極的に登
用しようという動きが近年増えてきているのは確かで
す。一方で、せっかく登用しようと思っても、候補者
がいない、勧めても女性たちが積極的にそれを受けた
がらない、という声も多く聞かれます。こうした側面も、
この課題の典型的な部分であると言えます。それも含
めて、戦略的な育成・強化とマインド変革が必要です。

▶  ジェンダーギャップ指数（2025）上位国及び主な国の順位

（世界経済フォーラム発表）

▶  ジェンダーギャップ指数（2025）日本のスコア

　その契機の一つとして、JFA は日本女子プロサッカー
リーグ「WEリーグ」発足を決め、2021 年９月に開
幕しました。
　WEリーグは、「Women Empowerment League」
という名の通り、社会的意義を重視し、「女性活躍社会
の牽引」を設立意義の一つに掲げ、女性役員・スタッ
フなどの配置目標も設定して取り組んでいます。「牽引
する」とは、この難しい課題に対し、自ら具体的に実
行して成果を出していき、もって社会に提示していく
ことを目指すということです。
　数値目標を掲げ、一定の比率で人数を割り当てる制
度、いわゆる「クオータ制」にはさまざまな議論があ
りますが、変化を起こすきっかけを得るためには重要
な「ポジティブアクション」です。そうする一方で、そ
れを確実に機能させるために、研修などのサポートを
行っていくこととしています。ゴールは「配置すること」

積極的かつ継続的な取り組み、サッカーファミリーとの共有

ではなく、多様性の意義を、サッカー界で積極的に実践
することで、実感し、それを当たり前にしていくこと、
そしてスポーツ界や社会へと発信していくことです。
　社会や文化に深く根ざした非常に重大なトピックで
あるため、何かに取り組み始めたからといってすぐに変
化が起き、解決に近づくような簡単なものではありませ
んが、確実に身をもって実行していくこと、積極的にト
ライしていくこと、粘り強く継続的に取り組んでいくこ
と、それを広くサッカーファミリーと共有していくこと
で、多様性の意義を実現し、実感できるサッカー界を目
指していきます。
　マイノリティの中の最大のマジョリティと言われる
女性がこれを実現することで、真の多様性の推進、サッ
カー・スポーツのさらなる発展に寄与していくことが私
たちの願いです。

（世界経済フォーラム発表）

2006 2008 2010 2012 2014 2016 2018 2020 2021 2022 2023 20242025
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0.70

0.68

0.66

0.64 他国が年々改善していく中で、
日本は横ばいの状態が続いている

▶  Ｇ７各国のジェンダーギャップ指数比較0.84 イギリス

ドイツ

フランス

カナダ
アメリカ

イタリア

日本

※ 2018年公表まではレポートが公表されていたが、2019年公表分は「GGGR 2020」となり、2020年のインデックスとして公表されたため、
　年の数字が連続していない

分野 経済 政治 教育 健康 総合

スコア 0.613 0.085 0.994 0.973 0.666

昨年のスコア 0.568 0.118 0.993 0.973 0.663

順位 112位 125位 66位 50位 118位

順位 国名 値 前年 順位変動

1 アイスランド 0.926 -0.010 -
2 フィンランド 0.879 0.004 -
3 ノルウェー 0.863 -0.012 -
4 イギリス 0.838 0.049 +10
5 ニュージーランド 0.827 -0.008 -1
6 スウェーデン 0.817 0.001 -1
7 モルドバ共和国 0.813 0.023 +6
8 ナミビア 0.811 0.006 -

順位 国名 値 前年 順位変動

35 フランス 0.765 0.781 -13
42 アメリカ 0.756 0.747 +1
101 韓国 0.687 -0.696 -7
103 中国 0.686 0.684 +3
117 アンゴラ 0.668 0.668 -4
118 日本 0.666 0.663 -
119 ブータン 0.570 0.651 +5
148 パキスタン 0.567 -0.570 -3
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　2023年７～８月に行われた FIFA 女子ワールドカッ
プオーストラリア＆ニュージランド 2023は、ヨーロッ
パで開催されたUEFA 女子 EURO（欧州女子選手権）
2022 に続き、あらゆる面で史上最高をたたき出し、
パフォーマンス面でも社会面でも大成功を収めました。
「女子の」ということではなく「サッカー」として語ら
れ、これまでの観客に加えて新たなオーディエンスを
獲得したとされ、女子サッカーの価値が高まったこと
が証明された大会と評価されました。決勝に際して開
催された FIFA 女子サッカーコンベンションでも、「こ
の機運、そして新たに獲得したオーディエンスを失い
たくない。今こそその時！開いた扉を閉じてはならな
い」ということが共有されました。
 　近年、ヨーロッパのビッグクラブを中心に、女子サッ
カーへの投資が始まっています。プロフェッショナル
化、プレー環境が劇的に向上していることなどから、
サッカーのレベルは上がり、多くの観客が集まる試合
も出てきています。その広がりはヨーロッパだけでな
く、アメリカの女子サッカーリーグの活況を筆頭に、南
米などでもリーグのプロ化をはじめとした投資の促進
が起こっています。それが代表選手、代表チームのパ
フォーマンスにも影響を与えるようになってきました。
 　なでしこジャパン（日本女子代表）は、2023年のワー
ルドカップでベスト 8、2024 年の第 33回オリンピッ
ク競技大会（2024/ パリ）でもベスト 8という結果で
したが、ピッチ内でのパフォーマンスはもちろん、リ
スペクト・フェアプレーをはじめピッチ内外で大会の
成功に大きく貢献したと評価されました。なでしこジャ
パン、育成年代代表では、フェアプレー賞、個人賞獲
得等、多くの個性豊かな選手たちが後に続いています。
 　一方で、FIFA ではこの成長を加速させるべく、女子
サッカーストラテジーの第 2弾、またクラブとリーグ
の発展をまとめたレポート “Setting the Pace” の第 3
弾を発行しています。世界の女子サッカーのこうした
機運をつかみ、WEリーグとともに、日本でもぜひと
も女子サッカー発展の好循環を生み出したいのです。

女子サッカー発展のために
WEPs年次レポートが果たす役割

　世界的に、女子サッカーは 19世紀に始まり、その後、
人気を博していったとされ、女性初の試合開催は 1895
年と記録されています。しかし 1921 年、サッカーの
母国・イングランドでは女性へのグラウンドの貸し出
しを禁止とし、他国もそれに続きました。実にそこか
ら 50年後、1971 年にようやくこの通達が破棄され、
そこから女子サッカーが再開。そして、国際サッカー
連盟（FIFA）が初めて女子の国際試合を公認し、また
各国協会で女子サッカーにも取り組むように通達。そ
こから約 50年の歴史の中で、発展を遂げてきました。
　日本でも同様に、明治時代末期から大正期に、全国
の高等女学校において授業や運動会でサッカーを行っ
た記録がありますが、その後は中断。兵庫県神戸市で
の女子同士の最初の試合が 1967 年、女子サッカー連
盟ができて登録が始まったのが1979年です。男子サッ
カーからは後発ですが、多くの方の情熱と尽力によっ
てここまで発展してきました。1989 年には日本女子
サッカーリーグが誕生。それを基盤に、1991 年に初
開催された FIFA 女子ワールドカップ（当時は FIFA 女
子世界選手権）において、日本は第１回から９大会全
てに出場している７カ国のうちの一つとなっています。
そして 2011年には、なでしこジャパンがワールドカッ
プで初優勝。U-17 日本女子代表、U-20 日本女子代表
がそれに続き、３カテゴリーすべてのワールドカップ
を制覇した最初の国となりました。
　世界の女子サッカーも日本の女子サッカーも、ほぼ
同様の短い歴史の中で急速に発展を遂げています。全
世界の人口の半分は女性ですので、女子サッカーには

世界の女子サッカー発展の機運をつかむ

女子サッカー発展の歩み

FIFA Women's Football Strategy:2024-2027
https://digitalhub.fifa.com/m/16fe7c8e9a285f15/original/FIFA-
Women-s-Football-Strategy-2024-2027_EN.pdf

Setting The Pace ‒ FIFA Women's Football 
Benchmarking Report
https://digitalhub.fifa.com/m/4220125f7600a8a2/original/FIFA-
Women-s-Benchmarking-Report-2023.pdf

女子とサッカーを考える上での
２つのエリア

まだまだ大きな伸びしろがあります。
　また、文化・社会的に女性の社会進出が後進であっ
たアジアの一部の国々でも、女子サッカーが確実に根
づきつつあります。

　「女子」と「サッカー」を考える上で、２つのエリアが
あります。
　「女子サッカー」と言うと、主に女子同士で行うサッ
カーが想定されがちですが、FIFA でも「女子が行うサッ
カー」と「サッカーにおける女性」の２つがあるとしており、
この両方をカバーして発展させていく必要があります。
　キッズ年代から大人に至るまで、男女ミックスの環境
でサッカーをする人たちも多く、またその状況は年齢や
時期、地域によって異なります。女子が行うサッカーを
豊かにしようと考えたときに、より広く目を配る必要が
あり、よりさまざまな人たちに関わってもらう必要があ
ります。日本サッカーをさらに広げていくためにも、女
子サッカーの発展は欠かせません。
　サッカーに関わる女性という意味で、女子サッカーの
みならず、サッカーやスポーツに関わる女性にも目を向
けていく必要があります。現状は、主に女子サッカーに
関わる人材が想定されますが、それだけではなく、サッ
カー全体に関わっているさまざまな人材もいます。こう
した人材を含めて、もっと関わる人を増やしていくこと
が重要です。
　「意思決定機関にもっと女性を」と言われますが、どう
すればもっと女性をはじめとする多様な人に楽しんでも
らえるかを考えていく必要があります。そのためには、
多様な視点やマインドが必要であり、ともすればそれは
日本サッカーにおいて、これまで欠けていたものかもし
れません。

女子サッカーは日本サッカー
全体に関わるもの

　日本サッカー協会（JFA）は「JFA2005年宣言」、また
2022年に発表した「Japan's Way」の中で、サッカーファ
ミリーを拡大し、世界一サッカーで幸せな国になること
を目指すとうたっています。もともと男性と同じ人数を
擁する女性がもっと関わっていくことで、それが実現に
近づいていくはずです。
　JFA 女子委員会が掲げる「なでしこvision」の前文では、
以下のように記しています。

「JFA の理念、ビジョン、約束」を実現するために、
そして、女子サッカーを文化にするために、
「世界のなでしこになる。」というビジョンのもと、
日本サッカーに関わる全ての人々が共有し、遂行する、
３つの目標を定める。

　女子サッカーが女子サッカーのためだけにあるのでは
なく、日本サッカー全体に関わるものであり、携わる全
ての人と共有し遂行していく、ということです。また後
文には、以下のように記しています。

そして、女性が輝く社会を
サッカー、スポーツのあらゆる場に女性が関わり、
ポテンシャルを発揮できる社会の実現を目指す。
女子サッカーがその固有の価値で、
日本・アジア・世界の、サッカー・スポーツ
そして社会の発展に貢献する。

　女性が、意思決定機関ばかりでなく、サッカーのあら
ゆる場に関わっていくこと、そして持てる力を発揮でき
るようにしていくこと。男子サッカーのミニチュアでは
ない女子サッカーの固有の価値を向上させ、伝えていく
こと。それをもって日本サッカーに貢献していくこと。
これらを実現していくことが求められています。
　2024年は、順調に向上している部分もありつつ、後退
もあり、この課題の本質的な難しさをあらためて実感さ
せられる一年となりました。
　世界の女子サッカー発展の大きなポイントに立った今、
このWEPs 年次レポートに示す情報が、より広く、多く
の人に伝わり、広範囲での動きにつながり、先に掲げた
あらゆることの実現に向けた一助となることを願ってや
みません。

https://digitalhub.fifa.com/m/16fe7c8e9a285f15/original/FIFAWomen-
https://digitalhub.fifa.com/m/4220125f7600a8a2/original/FIFAWomen-s-Benchmarking-Report-2023.pdf
https://digitalhub.fifa.com/m/4220125f7600a8a2/original/FIFAWomen-s-Benchmarking-Report-2023.pdf
https://digitalhub.fifa.com/m/16fe7c8e9a285f15/original/FIFAWomen-


10 11

1980年に清水第八スポーツクラブに加入。1980年から1986年まで全日本女子サッカー選手権大会（現、皇后杯 JFA 全日本女子サッ
カー選手権大会）で7連覇を果たし、1982年には17歳で同大会の最優秀選手に選ばれた。
1989年の日本女子サッカーリーグの設立に合わせ、清水FCレディース（1990年より鈴与清水FCラブリーレディース）へ移籍。第1回リー
グの優勝を勝ち取るとともに、個人としても最優秀選手を受賞。同リーグでは1996年までに131試合に出場し73ゴールを記録した。
日本女子代表には、初結成された1981年から選出され、同年に初参加した第4回アジア女子選手権（現、AFC女子アジアカップ）の
第3戦（対インドネシア）で代表史上初となる得点を挙げ、しかもその1点が決勝点となり代表史上初の勝利に貢献した。その後も
AFC女子選手権やアジア競技大会、FIFA女子世界選手権大会（現、FIFA女子ワールドカップ）、オリンピック競技大会（1996／アト
ランタ）などに出場し、国際Aマッチでは75試合に出場し19得点をマークした。

● 半田 悦子（元日本女子代表選手）

[殿堂入り-女子サッカーの歴史をつないだ５人-]
　日本サッカー殿堂入りのお話を受けて驚き、自分自身が
殿堂に値するのか、とまずは考えましたが、元日本女子代
表監督の鈴木保さん、元日本女子代表の木岡二葉さん、高
倉麻子さん、野田朱美さんという女子サッカーの4人の仲
間とともに殿堂入りすることは、女子サッカーに目を向け
ていただいていることの証に思えました。それでも、私た
ち以前に、代表の活動費にも苦労された先達がいて、私た
ちの後には、世界一を手にした後輩がいます。なぜ私たち
なのかを日本の女子サッカーの歴史の中でとらえようとし
たとき、私たちは、女子サッカーをつないできた役割を担っ
ており、それが評価され、殿堂入りを果たしたのではない
かと思うに至りました。
　私と木岡さんは日本代表の1期生で、高倉さんと野田さ
んとも長く代表チームで一緒に戦ってきました。そして保
さんも代表に長くかかわっている監督です。アジア大会の
正式種目になって、女子サッカーが認知されはじめた初期
のころ、ずっと一緒でしたから、当時所属チームは違って
いましたが、チームメイトのような感覚でした。オリンピッ
クで正式種目になったときも、このメンバーみんなで出た
いと思いました。
[ユースダイレクターの役割]
　今、静岡で初の女性ユースダイレクターを引き受けて活
動していますが、振り返ってみて、そういう仲間が身近に
いたからこそ、ここまで長く続けることができたのかなと
思います。
　ちふれASエルフェン埼玉の監督を引き受けるまで、静
岡から出ることはなかったのですが、清水で育っていた私
にとって、女子サッカーは特別なものではありませんでし
た。まわりに支えられながらサッカーをやってきたのだろ
うと思います。今は、立場が変わり、ユースダイレクター
として、静岡県内の女子サッカーの強化育成普及、指導者
養成に関わり全体を見る中で、支えてくれる人、サッカー
の仲間がいることが大事なことだと改めて感じています。
ボランティアで、一人何役もこなしてくれているスタッフ

がいて、そういう仲間がいることを知っているから、仲間
を増やしていかなくてはいけないと感じています。
　ユースダイレクターは、結果を出すのに時間がかかる
仕事だと思っています。特に普及と指導者養成におい
て、何年後かに、これをやってきたから成果が出たね
ということをやっていかなくてはなりません。はじめ
は自分の役割が何かぼんやりとしていましたが、今は、
つなぎ役だと思っています。U-12 からU-15、そして
U-18 といった縦のつながり、人のつながりをつくって
いくことを意識しています。
[女性リーダーシッププログラムに参加して]
　今年度女性リーダーシッププログラムを受講させていた
だき、女子サッカー界にこんなにパワフルで優秀な人たち
がいるんだと純粋に驚きました。どちらかといえば父親が
ものごとを決定するような家庭に育ったので、男性が先頭
をいくことが子どものころから当たり前で、自分でもその
与えられた環境の中で100％頑張ろうと思ってきました。
サッカーの世界でも同じで、自分の与えられたエリアの中
では一生懸命頑張ってきたのですが、リーダーシップや
ジェンダーの問題を学ぶうちに、そのエリアや枠組みを変
えようとか、自分を変えていくための発信や行動をしてき
ていないことに気が付きました。一緒に受講していた皆さ
んのパワフルさもあって、自分自身も一歩踏み出していか
なくてはならないと感じました。自分が行動し、先頭を切っ
て行動を起こしたいと思っています。
[今後に向けて]
　自分の力だけではできないことですが、静岡にWEリー
グのチームがないので、実現できるよう、お手伝いできれ
ばと思っています。大げさかもしれませんが、サッカーを
やっていると人生が豊かになります。人とのつながりもで
きていきます。今、子どものスポーツ離れや運動離れが進
んでいるのですが、子どもたちをサッカーに巻き込んでい
きたいです。そして、人をつなげ、サッカー仲間、スポー
ツ仲間を拡大することに貢献していきたいです。

- INTERVIEW - 半田 悦子さん

2025 年度の第 21回日本サッカー殿堂に、特別選考として元日本女子代表監督の鈴木保氏と、黎明期に中心選手と
して活躍した 4名の元日本女子代表選手が選出されました。

浦和市立高、立教大、日産自動車（現、横浜F・マリノス）でプレーし、現役引退後は後に日本代表監督になる加茂周氏（2017年日本サッカー
殿堂掲額）のもとでコーチを務めながら指導力を磨いた。1989年から日本女子代表監督を務め、チームは1991年に第1回FIFA女子
世界選手権（後のFIFA女子ワールドカップ）出場、4年後の第2回大会ではベスト8に進出。また、初めて女子サッカーが種目入りし
た1996年アトランタオリンピック出場にも導いた。日本の女子サッカーをアジアの強豪に押し上げた功労者で、2011年FIFA女子ワー
ルドカップを制した、なでしこジャパンの礎を築いた。
代表監督退任後も、日興證券ドリームレディースを率いてリーグ3連覇を達成。ピッチ外でもJFA女子委員会委員や日本女子サッカーリー
グ事務局長を歴任し、女子サッカークラブの立ち上げに関わるなど、国内女子サッカーの基盤整備と振興に尽力した。

● 鈴木 保（元日本女子代表監督）

1978年に清水第八スポーツクラブに加入し、1980年から1986年まで全日本女子サッカー選手権大会（現、皇后杯 JFA 全日本女子サッ
カー選手権大会）の7連覇に貢献。その7連覇中に3度の大会最優秀選手に輝いた。
1989年、日本女子サッカーリーグの設立に合わせ、清水FCレディース（1990年より鈴与清水FCラブリーレディース）へ移籍し、
第1回のリーグ優勝を果たした。1995年には同リーグのアシスト王（10アシスト）に輝くなど、1996年までに116試合に出場し
43得点を挙げ、ベストイレブンにも3回選ばれた。その後スウェーデンでもプレーし、現役を引退。
日本女子代表には、初結成された1981年から選出され、アジア女子選手権（現、AFC女子アジアカップ）やアジア競技大会、FIFA女
子世界選手権大会（現、FIFA女子ワールドカップ）に出場。この大会から正式種目となった第26回オリンピック競技大会（1996/ア
トランタ）ではドイツ女子代表を相手に1得点を挙げた。代表では12年間プレーし、国際Aマッチ75試合に出場し30得点をマーク
した。

● 木岡 二葉（元日本女子代表選手）

小学生からサッカーをはじめ、FCジンナンなどでプレー。1985年に読売サッカークラブ・ベレーザ（現、日テレ・東京ヴェルディベレー
ザ）に加入し、チームの中心として活躍。質の高いプレーで攻守両面において存在感を示し、1990年から1993年までの日本女子サッ
カーリーグ4連覇に貢献した。個人としても1989年から1998年の間に同リーグのベストイレブンに7回選出され、1992年と1993
年には最優秀選手賞を受賞した。
2000年の1年間、アメリカでプレーした以外は、日本女子サッカーリーグで15年間プレーし、通算226試合に出場（44得点）。
日本女子代表としては、1983年に15歳で初選出され、翌年16歳で国際Aマッチデビュー。FIFA女子世界選手権大会（現、FIFA女子ワー
ルドカップ）に2回、1996年のアトランタオリンピック競技大会に出場するなど、国際Aマッチ79試合に出場し29得点を挙げた。

● 高倉 麻子（元日本女子代表選手）

中学生時代の1982年から読売サッカークラブ女子・ベレーザ（現、日テレ・東京ヴェルディベレーザ）でプレー。早くから頭角を現し、
中心選手として活躍。全日本女子サッカー選手権大会（現、皇后杯 JFA 全日本女子サッカー選手権大会）連覇や、日本女子サッカーリー
グ4連覇に貢献し、個人としても1990年に16得点を挙げリーグ得点王に輝くとともに最優秀選手賞を受賞した。1995年から2年間
は宝塚バニーズレディースサッカークラブでプレー。日本女子サッカーリーグのベストイレブンには6度選ばれている。
日本女子代表では、1984年に日本女子代表に初選出され、歴代3位となる15歳4日で国際Aマッチデビュー。以降、約12年間日本
女子代表の中心選手としてチームを牽引。1995年のFIFA女子世界選手権大会（現、FIFA女子ワールドカップ）1次リーグのブラジル
戦で2得点を挙げ、日本のワールドカップ初得点および初勝利に貢献。また、1996年のアトランタオリンピックではキャプテンとして
出場しドイツ戦で1得点を挙げるなど印象的な活躍を見せた。

● 野田 朱美（元日本女子代表選手）
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　国際連合（国連）が定める毎年３月８日の「国際女
性デー」を、2019 年より「JFA 女子サッカーデー」
と定め、女子サッカー、女性活躍に向けて、「世界でい
ちばんフェアな国になろう」というスローガンを掲げ、
社会面と普及面の両面で取り組みを行っています。47
都道府県サッカー協会にも呼び掛け、それぞれ活動を

JFA女子サッカーデー

しています。
　アジアサッカー連盟（AFC）でも、JFAに先立って、
「女子サッカーデー」としてアジア全体で女子サッカー

JFA公式Webサイト

https://www.jfa.jp/women/womensfootballday2025/

▶  全国での女子サッカーデーの開催
毎年この時期に、全国の都道府県サッカー協会で女子サッカーデーのイベントを実施していただいています。

　「JFA2005年宣言」を受けて、女子サッカーをどのよ
うに発展させていくかというビジョンである「なでしこ
vision」を2007年に策定し、定期的に改訂を重ねています。
　2015年の改訂では、下記の女性活躍に言及する文言
を追加。2022年に新たに改訂を加え、現在に至ります。

なでしこvision

そして、女性が輝く社会を
サッカー、スポーツのあらゆる場に女性が関わり、
ポテンシャルを発揮できる社会の実現を目指す。
女子サッカーがその固有の価値で、日本・アジア・
世界の、サッカー・スポーツそして社会の発展に
貢献する。JFA公式Webサイト

https://www.jfa.jp/women/nadeshiko_vision/

トップのリーダーシップによる
ジェンダー平等の促進

　2024 年 4 月の役員改選、新体制において、JFA 理
事会の女性理事数 4割（15人中 6人）を達成しました。

JFA理事会

　選手・スタッフたちが妊娠や出産に関わるところで
契約上の不利益を被ることがないように、以下の事項
を規則として定めています。
　妊娠 / 出産した選手の各種権利の保障
　妊娠 / 出産を理由にした契約破棄の禁止
　妊娠 / 出産した選手に係る登録上の例外ルール
　出産後にサッカー活動を再開した選手への配慮義務
　FIFA では、2024 年 7月、この規約に女性アスリー

JFA規則：妊娠 /出産に関わる契約上の不利益の禁止

JFA公式Webサイト

https://www.jfa.jp/about_jfa/organization/jfa_structure/excutive_
committee.html

FIFA公式Webサイト

https://digitalhub.fifa.com/m/341fd8d9f981df59/original/FIFA-
regulatory-framework-for-the-Protection-of-female-players-and-
coaches.pdf

トに加えて女性指導者についてもカバーする方向を提
示しています。（REGULATORY FRAMEWORK FOR 
THE PROTECTION OF FEMALE PLAYERS AND 
COACHES JULY 2024）

に関わる活動をする日としています。JFA として、そ
の活動とも連動しています。
　2025 年３月には、JFA のほかに、公益社団法人日
本プロサッカーリーグ（Jリーグ）、一般社団法人日本
フットボールリーグ（JFL）、一般社団法人日本女子サッ
カーリーグ（なでしこリーグ）、一般財団法人全日本大
学サッカー連盟（JUFA）、一般財団法人全日本大学女
子サッカー連盟（JUWFA）、一般財団法人日本ビーチ
サッカー連盟（JBSF）、公益社団法人日本女子プロサッ

カーリーグ（WEリーグ）、一般社団法人日本フットサ
ルトップリーグ（Fリーグ、女子 Fリーグ）、一般社団
法人日本障がい者サッカー連盟（JIFF）といった各連盟
とも連携して実施しました。

開催FA 開催日 イベント名

北海道 1月12日（日） 元なでしこジャパン・ドイツワールドカップ優勝メンバー 山郷のぞみさんに学ぶ
「GKクリニック・講演会」

岩手県 3月8日（土） JFA女子サッカーデー in 宮古 ファミリーサッカー体験会
秋田県 3月1日（土）・2日（日） JFA女子サッカーデー2024秋田 in ニプロハチ公ドーム
山形県 3月15日（土） スポーツやろうよ 山形県女子サッカー

栃木県 3月9日（日） JFA女子サッカーデーinホンダヒート・グリーンスタジアム/キッズリーダー養成講
習会（女子コース）

栃木県 3月9日（日） JFA女子サッカーデー/キッズリーダー養成講習会（女子コース）
栃木県 3月9日（日） JFA女子サッカーデー/ガールズ・レディースエイト
千葉県 11月30日（日） JFA女子サッカーデー2025千葉 in 幕張

東京都 2月11日（祝）・22日
（土） 女子審判研修_東京都レディースシニア（マザーズ）大会

山梨県 2月8日（土） JFA女子サッカーデー in やまなし
新潟県 2月8日（土）・15日（土） JFA女子サッカーデー2025 in 三条
富山県 3月2日（日） コラーレTOYAMAなでしこサッカーフェスティバル2025
石川県 3月16日（日） JFA女子サッカーデー2025
静岡県 2月23日（日） JFA女子サッカーデー
岐阜県 3月8日（土）・9日（日） JFA女子サッカーデー in 東海U-15女子サッカーフェスティバル2024岐阜
京都府 3月7日（金）・8月（土） JFA女子サッカーデー in 第27回京都女子サッカーフェスティバル
奈良県 3月20日（木祝） レディースガールズサッカーフェスティバル
鳥取県 3月2日（日） JFA女子サッカーデー2025 鳥取ダイハツガールズサッカーフェスティバル
広島県 3月1日（土） JFA女子サッカーデーイベント
徳島県 3月15日（土） JFA女子サッカーデー ウォーキングフットボールイベント
愛媛県 3月1日（土） JFA女子サッカーデー2025愛媛
高知県 3月2日（日） JFAレディースサッカーフェスティバル
福岡県 2月1日（土）・16日（日） JFA女子サッカーデー「走ってはいけない！ウォーキングフットボール」
福岡県 2月1日（土）・16日（日） JFA女子サッカーデー｢女性3級審判昇級研修会｣
佐賀県 3月2日（日） JFA女子サッカーデー/レディース&ガールズサッカーフェスティバル

長崎県 3月9日（日） （１）親子で協力！サッカー運動会（２）ウオーキングサッカー
（３）レフリー講座

宮崎県 3月16日（日） 女子サッカーデー・フェスティバル
鹿児島県 2026年2月7日（土） JFAフットボールデー2025鹿児島県 in 姶良・伊佐女子サッカーフェスティバル
沖縄県 3月16日（日） JFA女子サッカーデー2024沖縄　高校・大学交流サッカーフェスティバル

JFAの組織

JFA女子サッカーデー

REGULATORY FRAMEWORK

なでしこ vision

https://www.jfa.jp/women/nadeshiko_vision/
https://www.jfa.jp/about_jfa/organization/jfa_structure/excutive_committee.html
https://www.jfa.jp/about_jfa/organization/jfa_structure/excutive_committee.html
https://digitalhub.fifa.com/m/341fd8d9f981df59/original/FIFA-regulatory-framework-for-the-Protection-of-female-players-and-coaches.pdf
https://digitalhub.fifa.com/m/341fd8d9f981df59/original/FIFA-regulatory-framework-for-the-Protection-of-female-players-and-coaches.pdf
https://www.jfa.jp/women/womensfootballday2025/
https://www.jfa.jp/women/nadeshiko_vision/
https://www.jfa.jp/women/nadeshiko_vision/
https://www.jfa.jp/about_jfa/organization/jfa_structure/excutive_committee.html
https://www.jfa.jp/about_jfa/organization/jfa_structure/excutive_committee.html
https://digitalhub.fifa.com/m/341fd8d9f981df59/original/FIFA-regulatory-framework-for-the-Protection-of-female-players-and-coaches.pdf
https://www.jfa.jp/women/womensfootballday2025/
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　3月８日、夢フィールドにて、「たった一歩で、世界
が広がる。」というコンセプトでウォルト・ディズニー・
ジャパン株式会社と JFAが取り組む、女子サッカー応
援プロジェクト「JFA マジカルフィールド Inspired by 
Disney」を開催しました。

WEリーグの名称とロゴ
　WE リーグは「Women Empowerment League」
の略称です。この名称には日本に″女子プロサッカー選
手″という職業が確立され、女子が「サッカー選手」を
夢見ることができる社会、関わる私たちみんな（WE）
が主人公として活躍する社会を目指す、という思いが
込められています。
　また、ブランドモチーフの「●」（ドット）は、「サッカー
の躍動感」「新たなつながり」「これからの日本」を表
しています。

WEリーグ開幕

　「これは新しい日本のキックオフだ」を合言葉に、
2020 年 7 月 1日、WEリーグが設立されました。名
称は「Women Empowerment League」。リーグを
核として、関わる私たちみんな（WE）が主人公として
活躍する社会を目指した、日本初の女子プロサッカー
リーグです。
　そして 2021 年 9 月 11 日、プレーでも、社会への
貢献でも、世界一の女子サッカーリーグへまい進する
「Yogibo WEリーグ」が開幕。北は仙台、南は広島まで、
9都県から 11クラブが参加。プレナスなでしこリーグ
からの 9クラブと女子チームが新設された２クラブの
編成でした。それまで男子チームのみを保有していた
大宮アルディージャとサンフレッチェ広島は、WEリー
グ設立をきっかけに女子チームを新設しました。
　欧米の主要シーズンに合わせて秋春制を採用したの
もWEリーグの特徴です。ヨーロッパでは、ジェンダー
平等の観点から、多くの主要クラブで女子チームを保
有する動きが近年急速に進んでいます。2024 年 12月

のUEFA女子チャンピオンズリーグの準々決勝、FC バ
ルセロナ対レアル・マドリードでは 9万 1,533 人の観
客を動員しました。またアメリカでは、男女同一報酬
（EQUAL PAY）に関する選手たちの運動により、アメ
リカサッカー連盟は、女子選手が代表チームで活動す
る際の報酬を男女同一にする内容の新たな労働協約に、
男女それぞれの選手会と合意しました。世界において、
女子サッカーの価値が高まっている中、すべての世代
で FIFA 女子ワールドカップを制覇した日本女子サッ
カー界における、WEリーグに期待がかかっています。
　初年度の 2021/22 シーズンは、INAC 神戸レオネッ
サが優勝。WEリーグアウォーズでは、個性豊かな衣
装に身を包んだ INAC 神戸の選手たちが、WEリーグ
トロフィー「Women Empowerment Trophy」を掲
げました。
　3シーズン目となる 2023/24 シーズンから、セレッ
ソ大阪ヤンマーレディースを迎え、12チームで開催し
ています。

ⒸWE LEAGUE

▶  JFA マジカルフィールド Inspired by Disney ファミリーサッカーフェスティバル 
　" セカンドタッチ " in 夢フィールド

　日程：2025年 3月 8日（土）
　会場：高円宮記念 JFA夢フィールド
　対象：小学1年生～小学3年生
　　　（サッカー初心者、未経験者）

2019年よりアディダス・JFA共同プロジェクトとして
発足した「HER TEAM」。女子中学生がサッカーをする
機会が少ない状況を改善するために企画されたプロジェ
クトで、本プロジェクトから30チームが新たに誕生し、
多くの女子選手がサッカーを続ける機会を得ました。5
年目を迎えた2025年は、昨年に続き各チームが東西の
各会場で合同トレーニングや試合を行い、仲間とのつな
がりをつくる場を提供しました。

▶  HER TEAM CUP 2025

東会場　　日程：2025年 3月 29日（土）
　　　　　会場：高円宮記念 JFA夢フィールド
西会場　　日程：2025年 3月 22日（土）・23日 (日 )
　　　　　会場：J-GREEN堺

JFA公式 YouTube

https://youtu.be/e15E-vg353o

　なでしこリーグは、2024 年に設立 35年を迎え、長
らく日本女子サッカー界をけん引してまいりましたが、
2021 年に日本女子プロサッカーリーグ（WEリーグ）
が開幕し、最高峰のアマチュアリーグとなりました。
そこで、なでしこリーグでは、これまで築き上げてき
た歴史を継承しつつ、これからさらに魅力的なリーグ
に発展させていきたい、というなでしこリーグに関わ
る人々の思いを象徴するビジョンとステートメントを
作成いたしました。

なでしこリーグビジョン・ステートメント

　なでしこリーグは、「普及」「地
域」「多様性」をキーワードに、
女性が人生の様々なステージにお
いてサッカーとともに活躍できる
リーグを目指していきます。

なでしこリーグ公式YouTubeチャンネル
なでしこリーグビジョン・ステートメント イメージ
ムービー　
https://youtu.be/Grd_xEE6O50

ⒸWE LEAGUE

ⒸJ.LEAGUEⒸJ.LEAGUE憧れが、すぐそばに（ヴィアマテラス宮崎） 笑顔で走って、サッカーが好きになる（ディアヴォロッソ広島）

WEリーグ初代チェア 岡島喜久子さん

アディダス・JFA HER TEAM CUP 2025 開催！

https://youtu.be/e15E-vg353o
https://youtu.be/e15E-vg353o
https://youtu.be/Grd_xEE6O50
https://www.youtube.com/watch?v=e15E-vg353o
https://www.youtube.com/watch?v=Grd_xEE6O50
https://www.youtube.com/watch?v=Grd_xEE6O50
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WE

Phase1

well-being

Phase2 Phase3

VISION

価値創造ストーリー
　WEリーグが女性活躍社会を牽引するエンジンとして、社会変革の実現に向けた活動を支援するソーシャルインパク
トパートナーシップ契約をKPMGコンサルティング株式会社と締結。「世界一アクティブな女性コミュニティ」を目指
し、協働していく「価値創造ストーリー」を2023/24シーズンに開催したALL WE ACTION DAYで発表しました。

優勝チームに贈られる「WEリーグトロフィー」

　「一人ひとりが輝く社会の実現」を目指すWEリー
グは、下記のように長年続いた考え方を壊し、「未来の
可能性」「エンパワーメント」を象徴するトロフィー
「Women Empowerment Trophy」を製作しました。
　WEリーグトロフィーは、岡島喜久子初代チェアや
日本の女子サッカーを代表するさまざまな世代の選手
や女性たちが、自身でぶつかってきた見えない「ガラ
スの壁」をサッカーボールで壊すことから製作を開始。
その壊れたガラスの破片を使って女性のガラス職人／
デザイナーがトロフィーを完成させました。また、ク
リエイティブディレクター、プロデューサー、監督、
カメラマン、音楽など、すべて女性のスタッフでトロ
フィーのメイキング映像を作成しました。
　初代王者 INAC 神戸レオネッサに始まり、続く 2・
3シーズン目は三菱重工浦和レッズレディースが連覇。
そして 4シーズン目の 2024/25 シーズンは日テレ・
東京ヴェルディベレーザが頂点に立ち、WEリーグト
ロフィーを掲げました。

WEリーグ公式YouTubeチャンネル
WEリーグトロフィー「ガラスの天井」を壊す
https://youtu.be/CLlsDanQgKc

ⒸWE LEAGUE

WEリーグの理念とビジョン

　WEリーグは、「女子サッカー・スポーツを通じて、
夢や生き方の多様性にあふれ、一人ひとりが輝く社会の
実現・発展に貢献する」を理念としています。理念を具
現化するために、理念へのコミットメントとして、リー
グのみならず、一つひとつのクラブが、選手一人ひとり
が、理念の推進に向けた意思表明を行っています。
　理念の具現化には、リーグ戦・カップ戦の実施、女
子サッカーチームの環境整備や選手育成といったサッ

カー事業と、社会に働き掛ける社会事業の２つの要素
が不可欠です。
　WEリーグでは、理念の実現に向けた３つのビジョ
ンを策定しています。「VISION 1」であるサッカー事
業と、「VISION 2」である社会事業の両輪をWEリー
グの事業として定め、その２つのビジョンを支える事
業基盤の構築を「VISION 3」として推進することで、
理念の実現に向けて活動していきます。

女子サッカー・スポーツを通
じて、夢や生き方の多様性に
あふれ、一人ひとりが輝く社
会の実現・発展に貢献する。

① 世界トップ水準の競技力、
　 選手・スタッフの輩出
② 日本全国で女子サッカーの
　 競技力のボトムアップの実現
③ 日本各地に女子がサッカーを
　 楽しめる場を広げる

① 女性が起点となり、
　 社会全体に前向きな変化を
　 生み出す原動力になる
② スポーツの枠を超えて、
 　個人、団体、企業の集まる
 　プラットフォームとなる

① 社会面、競技面の発展を支える、
　 リーグ基盤（財政・組織）を
 　確固たるものとする
② リーグの本質的価値を
　 事業成果としてあらわす
③ 多種多様な働き方を内包した、
　 社会のロールモデルとなる
　 組織を実現する

理念推進のために
設定した参入基準

　リーグの理念を推進するために、下記の参入基準を設
定しました（理念に関わる部分を抜粋）。

　当該クラブの運営にあたる法人を構成する役職員の
50％以上を女性とする。同一法人内で複数のチームを
運営している場合は、当該クラブの運営にあたる組織を
明確に示すこと（入会から３年以内に達成すること）。

　当該クラブの意思決定に関わる者のうち、少なくとも
１人は女性とすること（取締役以上が望ましい）。

　コーチングスタッフ（監督またはコーチ）の中に女性
指導者１人以上を含むこと。

　ホームスタジアムに授乳室および託児施設を設置する
こと。

［ 法人を構成する人員における女性の登用 ］

［ 役員における女性の登用 ］

［ トップチーム、アカデミーチームスタッフ ］

［ 託児施設の設置 ］

※原則 2にも該当

WEリーグ選手クレド
（行動規範）

　2021年 8月に、WEリーグの選手クレド（行動規範）
を発表しました。岡島喜久子チェアと各クラブの選手代
表者11人が集まり、3月 8日の国際女性デー／ JFA 女
子サッカーデーに実施した「第1回WE MEETING」を
皮切りに、クラブ内でも議論を
重ね、5カ月をかけて自分たち
自身で「みんなが主人公になる
ためにプレーする」という言葉
をクレドとして決定しました。
　この言葉は、各クラブのキャ
プテンが 2021/22 シーズンの
ホーム開幕戦の選手宣誓として
読み上げました。

WEリーグ公式YouTubeチャンネル
クレド開発ミーティング～クレドができるまで～
https://youtu.be/9sJso6D7jvM

https://youtu.be/9sJso6D7jvM
https://youtu.be/CLlsDanQgKc
https://www.youtube.com/watch?v=9sJso6D7jvM
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クラブ名 実施日 イベント名 内容

マイナビ仙台 2024年
12月10日

仙台市立高森東小学校
「自分づくり夢教室」

地域の子どもたちに「夢」を持つ大切さを伝えるために、県内の小学校を訪問し「夢
先生」「サッカー教室」を実施した。

三菱重工浦和レッズ
レディース

2024年
12月4日「多様性」とは何か

「多様性」とは何かという根源的な問いをテーマとした講義とワークショップを行
い、選手が多様性についての知見を深めて人間性の成熟さを獲得するきっかけを
作った。

2025年
4月2日

レッズレディーススマイルサッカー 
supported by 三菱重工

小学生向けにサッカーやボール遊びを選手と楽しむイベントを開催。交流を通じ
て笑顔が広がり、クラブや選手の魅力を伝える機会を作った。

RB 大宮アルディー
ジャWOMEN

2025年
12月7日

サステナブル・スタジアム・アクション 
in WE ACTION DAY

NACK5 スタジアム大宮を通じ、スタジアムが地域との繋がりを産み、スタジア
ムをキッカケに地球環境について考え、また、WEリーグが掲げる「夢や生き方
の多様性」の実現にも貢献するイベントを実施した。

2025年
2月11日

WE ACTION DAY in NACK5 スタジア
ム大宮インクルーシブスポーツフェスタ

アーバンスポーツやパラスポーツなど 20種類以上のスポーツを体験できるイベント
を開催。さらに、NACK5スタジアム隣接の大宮公園で「ごみゼロトレジャーハント」
を実施し、スポーツと環境保全を融合した取り組みを行った。

ちふれAS
エルフェン埼玉

2025年
12月24日

みんなの色でつなごう笑顔のWA in 埼
玉県熊谷特別支援学校

ホームタウン熊谷市の特別支援学校の生徒と、障害の有無に関係なくスポーツを通
じて同じ時間を楽しみ、ありのままの自分で思いきり楽しむ素晴らしさを伝える取
り組みを実施した。

2025年
2月1日

みんなの色でつなごう笑顔のWA「サッ
カーを通してスポーツをする機会」

スタジアム近隣の加須市で活動する少年団 104名とともに、選手発案によるサッ
カー教室を開催。プロ選手を身近に感じる機会を提供し、女子選手にとってはサッ
カーを続けるきっかけづくりを目指した。

ジェフ千葉
レディース

2026年
1月11日 障がいとともに歩むサッカー交流会

障がい者チームの練習場所や試合相手不足といった課題解決を目指し、プロ選手
との交流イベントを実施。社会参加や自信を育む機会を提供し、選手側には障が
い者理解を深める場とした。

2025年
3月8日

「蘇我小プレゼンツ　ホームゲーム丸ご
とプロデュース」

蘇我小の児童と選手が協力し、ホームゲームをプロデュースするアントレプレナー
教育を実施。児童が「ジェフ」を発信することで地域の関心を高め、街のアイデ
ンティティ形成やジェフユナイテッドライフの実現につなげた。

日テレ・東京
ヴェルディベレーザ

2025年
11月2日

西が丘に集合じゃ～女子サッカーを
もっと多くの人に～

東京NB所属の木下桃香選手（当時）は、女子サッカーの魅力を “ あたたかい雰
囲気と居心地の良さ ”と捉え、SNSで 100日間発信し、誰もが気軽にスタジアム
観戦できる企画を実施した。

2025年
1月11日

『ＳＯＭＰＯ流子ども食堂』と一緒に地
域をつなぐ

「そんぽの家」で実施される子ども食堂にベレーザ選手が参加し、高齢者・地域の子ども
たち・選手の多世代交流を実現。楽しみながらつながりを深め、地域貢献につなげた。

ノジマステラ神奈川
相模原

2025年
11月4日

さがみはらさつまいも共創プロジェクト
（練習場でのさつまいも栽培）

練習場の土地を活用し、畑づくりから収穫・販売までの食育体験を提供。耕作放
棄地活用の取り組みを広め、将来的には収穫したさつまいもで相模原市ブランド
創出することを目指す。

2025年
11月17日

WE ACTION MATCH～オレンジリボン
運動（子ども虐待防止を訴える運動）～

「子ども虐待のない社会」の実現のための活動。試合会場でも実施することで多く
の来場者と共に、「WE ACTION」と「オレンジリボン運動」への理解を深める。

AC長野パルセイロ・
レディース

2025年
10月20日 パルセイロ×楽しい防災

地震や豪雨など災害が多発する中、楽しく防災を学ぶイベントを実施し、防災力
の高い地域づくりを目指した。AC長野パルセイロ・レディースが地域のハブと
なり、連携を強化した。

2025年
12月12日

Enjoy ! サッカー Days ! 
～日々は続く～

特別支援学校で選手と交流し、障がい者も観戦しやすいスタジアムづくりを検討・
実行した。生徒や家族をホームゲームに招待し、「する」「見る」「関わる」機会を
広げ、多様性を推進した。

アルビレックス新潟
レディース

2025年
1月7,9日

アルビレディース・女子スポーツを応援
する人を増やすには？試合会場でどんな
取組ができるか？を研究してみた！

選手たちがさまざまな関係者の意見を聞きながら自ら考えることで、女子スポー
ツを応援する人を増やし、多様性あふれる人々が応援・観戦したくなるようなス
タジアムづくりを目指す。

2025年
3月22日

アルビレディース・女子サッカーを応
援する人を増やそうプロジェクト！

選手が考案したアイデアを実行した。試合前はチラシ配りや10代向けグループ割企
画で来場を促進した。試合会場では「VS選手」チャレンジやファーストゴール予想、
観戦ガイド配布を行った。試合後は的中者へ動画メッセージを送り、再来場を促した。

セレッソ大阪
ヤンマーレディース

2025年
10月14日

C大阪の選手が講師⁉『防災ジャパンダプ
ロジェクト』ヨドコウ桜スタジアムで選手
から防災について学ぼう‼

8月のキャンプ中に宮崎県で被災した経験を踏まえ、地域の子どもたちと防災を
学ぶことを目的にイベントを実施した。スタジアム内で様々なプログラムを通じ、
防災に関する知識を身につけた。

2025年
11月2日

誰もがサッカーを見て関われる環境への第
一歩

ひとりひとりが輝く未来の実現を目指し、障がいのある子どもたちに女子サッカーに
触れる機会を提供した。選手にとっても多様性を学ぶ場とし、交流を通じて理解を深
めるイベントを実施した。

INAC神戸
レオネッサ

2025年
11月16日「ウォーキングフットボール交流会」

誰もが楽しめる「ウォーキングフットボール交流会」を開催した。年齢、性別、運
動経験を問わず、障がいがあっても全員が平等に楽しくプレーし、交流を図った。

2025年
5月11日

INACを通じて、子どもも高齢者もみんな
が集うスタジアムへ

INACを通じて、子どもも高齢者も集うスタジアムを目指した。「みる」「かかわる」
に焦点を当て、女子サッカー選手を身近に感じる機会を提供した。

サンフレッチェ広島
レジーナ

2025年
10月22日

サンフレッチェ広島レジーナ×スポーツ医
学～女性の健康問題を考える～

産婦人科医でスポーツドクターの能瀬先生とともに、女性の健康課題について考
えるセミナーを実施した。地域とのつながりの中で、トップアスリートとして体
と向き合い、大切な知識を得る場となった。

2025年
11月30日

サンフレッチェ広島レジーナ×地域交流～
レジーナの選手たちと家族といっしょに工
作を楽しもう～

ひとり親家庭に焦点を当て、レジーナが家族で過ごす時間を提案するイベントを
実施した。人との関わりの大切さや楽しい時間から得られる心の豊かさを伝える
機会を提供した。

▶  WE ACTION DAY一覧

多恵さんが登壇し、「女性や障がい者サッカーへのアクセ
スについて」のパネルディスカッションが行われました。
　西山選手や岩渕選手のキャリアを振り返りながら
「サッカーをすること」で体験してきた困難や乗り越えて
きた経験などが伝えられたあと、北澤会長や麻生さんか
ら、それぞれの立場で感じることや考えが語られました。
　続く、第2部は、全クラブから代表して12選手が登場。
海堀あゆみWEリーグ理事が進行する中、各クラブで
実施されてきたWE ACTION DAYについてトークセッ

ションが進みます。それぞれのWE ACTION DAYを振
り返り、印象に残ったことや活動実施において意識した
こと、今後に向けての思いなどが語られ、2時間にわた
る「2024-25 ALL WE ACTION DAY」が幕を閉じました。

ⒸWE LEAGUE

理念推進日「WE ACTION DAY」
　WEリーグでは、理念推進活動として「WE ACTION 
DAY」を実施しています。クラブや地域の特性を生かし、
「多様性・ジェンダー」「教育・健康」「地域連携」の 3
つの軸をもとに、クラブ・選手・リーグが一体となって
理念を体現するさまざまな活動を展開しています。
　また、WEリーグアウォーズでは、特に印象的な取り
組みを「MOST IMPRESSIVE WE ACTION DAY」とし
て表彰しています。2024/25シーズンは、アントレプ

レナーシップ教育の一環とし
て、地域の小学生が地域振興
を目的にホームゲームのイベ
ントを一から企画・運営し
た「蘇我小プレゼンツ ホーム
ゲーム丸ごとプロデュース」

仙台市立高森東小学校「自分づく
り夢教室」（マイナビ仙台）

「多様性」とは何か（三菱重工浦
和レッズレディース）

NACK５スタジアム大宮 インク
ルーシブスポーツフェスタ（RB
大宮アルディージャWOMEN）

みんなの色でつなごう笑顔の
WA（ちふれASエルフェン埼玉）

蘇我小プレゼンツ ホームゲーム
丸ごとプロデュース（ジェフ千葉
レディース）

『ＳＯＭＰＯ流子ども食堂』と一
緒に地域をつなぐ（日テレ・東京
ヴェルディベレーザ）

さがみはらさつまいも共創プロジェ
クト～練習場でのさつまいも栽培～
(ノジマステラ神奈川相模原）

パルセイロ×楽しい防災～楽しく防災
を学ぼう！はたらくくるまも大集合！
～（AC長野パルセイロ・レディース）

アルビレディース・女子サッカーを
応援する人を増やそうプロジェクト!
（アルビレックス新潟レディース）

セレッソ大阪ヤンマーレディースの
選手とともに防災を学ぼう‼（セ
レッソ大阪ヤンマーレディース）

ウォーキングフットボール交流
会（INAC神戸レオネッサ）

サンフレッチェ広島レジーナ×ス
ポーツ医学～女性の健康問題を考え
る～（サンフレッチェ広島レジーナ）

写真提供 WEリーグ

　2022/23シーズンまでは、試合のない週に各クラブ
が個別に実施していた「WE ACTION DAY」ですが、
2023/24シーズンからは新たな試みとして、全クラブ
が一堂に会して実施する「ALL WE ACTION DAY」へ
と発展させました。2024/25 シーズンは、「女子サッ
カーにおける、「する」「見る」「関わる」機会を増やし、
多様性の枠を広げる」をテーマとした「2024-25 ALL 
WE ACTION DAY」を開催しました。
　「女性や障がい者サッカーへのアクセスについて」をパ

「ALL WE ACTION DAY」
ネルディスカッションする第1部と「選手が語る『多様
性』とWE ACTION DAY」と題して進められるトークセッ
ションの第2部で実施された今回。音声ガイドや同時手
話なども行う中で、それぞれの思いがしっかりと届けら
れる「2024/25 ALL WE ACTION DAY」となりました。
　第1部は、ロービジョンフットサルの西山乃彩選手、
デフサッカー・デフフットサル女子日本代表の岩渕亜依
選手、一般社団法人日本障がい者サッカー連盟の北澤豪
会長、そして、WEリーグのソーシャルインパクトパー
トナーであるKPMGコンサルティング株式会社から麻生

を実施したジェフ千葉レディースが受賞しました。

※マイナビ仙台が２０２５年5月17日に実施予定だった「TOHOKU海にいいことプロジェクト×マイナビ仙台レディース感謝のクリーン活動 inセイホクパーク石巻　WE 
ACTION DAY」は天候不良のため中止
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アクセス・フォー・オール宣言

グラスルーツからエリートまで
誰もがサッカーの「する」「見る」「関わる」にアクセスできる
多様な「機会」と「選択肢」を持続的に確実に届けます。

上記を実現するために、

　2023年 3月から理事会での提案によってワーキング
グループを組んで検討し、2024年 4月に、JFA、Jリー
グ、WEリーグ、Fリーグ、JIFF、47FA代表者によって、
共同宣言を出しました。
　誰もがサッカーのする、見る、関わるにチャレンジで
きるよう、多様な機会と選択肢を持続的に確実に届ける
ことを目指すこの宣言において、ジェンダー、女性は
マイノリティの中の最大のマジョリティと言われるよう
に、人口としては半数いる女性がもっと当たり前にアク

　　サッカーを通じて、ダイバーシティ・エクイティ・
インクルージョン（DEI）※を推進し、日本のスポー
ツ文化に変化を起こします。
※ダイバーシティ（多様性）、エクイティ（公平性）、インクルージョ
ン（包括性、受容性）、3つの頭文字をとって「DEI」とする。

2　　日本サッカー協会は、各リーグや9地域47都道
府県サッカー協会、および各種加盟団体と共に、サッ
カーを愛するすべての人が全国の日常でサッカーにア
クセスし、サッカーを楽しみ挑戦できることをサッ
カーファミリーの「あたりまえ」にしていきます。

1

JFA 公式WEBサイト
アクセス・フォー・オール宣言
https://www.jfa.jp/about_jfa/accessforall/

▶  WE ACTION MEETING 実績一覧

　WEリーグは理念の実現に向けて、クラブ・選手やリーグ
パートナー、メディアと連携した ACTION を実施するため
の会「WE ACTION MEETING」を定期的に開催しています。
　2024/25 シ ーズンまでに計 9 回のWE ACTION 
MEETINGを行いました。4年目となる2024/25シーズ
ンのテーマは、「女子サッカーにおける「する」「みる」「関
わる」機会を増やすためのWE ACTION」、2024年11月
27日に、クラブ理念担当者、リーグ事務局、リーグパー
トナー、メディア、他競技関係者、47名がJFAハウスに
集まり、グループに分かれてディスカッション。2025年
5月28日には、選手も加わった51名が、オンラインで集
まりました。毎回、熱のこもった時間となるWE ACTION 
MEETING。女性アスリートがより輝くための施策実現に
向けて、今後も活発な意見交換と議論を進めていきます。

WE ACTION MEETING

● 2021/22シーズン

第１回 2021年12月14日（44）

第２回 2022年1月18日（45）

第３回 2022年2月22日（41）

社会および身近に感じるジェンダー課題の共有

選手からのジェンダー課題発表

それまでに出た課題に対する解決のアイデアブレスト

ジェンダー課題の発見とリスト化。ジェンダー課題ブック作成。

● 2023/24シーズン

第６回 2024年1月23日（30）

第７回 2024年5月28日（46）
女子アスリートが安心・安全に競技ができる環境を整える

女子アスリートが安心・安全に競技ができる環境を整える（選
手参加）

選手からでた課題をピックアップ。解決アクションを議論、実施。

● 2022/23シーズン

第４回 2023年2月20日（43）

第５回 2023年4月11日（63）

①母頼りが多すぎる問題
②日本の女子の自己肯定感が低
すぎる問題

第4回の検討をふまえ、各クラブの選手も参加し、チーム（スポー
ツ×パートナー×メディア）でできる解決アクションのレポート化

ジェンダー課題解決アイデアの深化と実践。

③女性は 10 代でスポーツやめ
ちゃう問題
④女性コーチは約 3割問題

4つをピックアップし解決アクションの検討

● 2024/25シーズン

第8回2024年11月27日（47）

第9回2025年5月25日（51）

女子サッカーにおける「する」「みる」「関わる」機会を増やすため
のWE ACTIONのアイデア出し

女子サッカーにおける「する」「みる」「関わる」機会を増やすた
めのWE ACTIONの実施案を検討（選手参加）

女子サッカーにおける「する」「みる」「関わる」機会を増や
すための解決アクションを検討、実施

セスできるようになることも、目指していくところです。
　各組織のトップのコミットメントを得ながら、アクセ
スが様々に制限されている現実に気づきを持つことから
始めて、サッカーファミリーの当たり前にしていく、日
本のスポーツ文化を変えていくことを目指します。

▶  アクセス・フォー・オール強化月間

　毎年4月を強化月間と位置づけており、2025年 4月
には、ハンドブック発行、シンポジウム実施等、サッカー
浸透に努めました。その他様々な場で伝えることで、広
がりを見せ始めています。引き続きサッカーファミリー
の当たり前となるよう、各リーグ、47FAと協力して、
取り組みを進めていきます。
【シンポジウム】
　日時　2025年 4月16日 (水 ) 18:30～ 19:30
　プログラム
　　1．イントロダクション
　　　アクセス・フォー・オール宣言とハンドブックの
　　　目的とパネラーのご紹介
　　2．パネルディスカッション
　　　各分野の専門家によるバリアの現状と解決策

　　3．ディスカッションのまとめ
　　　参加者ができる具体的なアクションを考える
　登壇者
　岩渕 亜依さん　　デフフットサル女子日本代表主将
　岩田 朋之さん　　ロービジョンフットサル選手 /JFA職員
　原田 精一郎さん　公益財団法人茨城県サッカー協会 FAコーチ
　加藤 遼也さん　　認定NPO法人 love.futbol Japan 代表
　ファシリテーター
　日比野 暢子さん　アクセス・フォー・オールワーキンググループ
　　　　　　　　　　　　　　リーダー/JFAリスペクト委員会委員

ハンドブックでは、アクセス・
フォー・オールの基本的な考え
方を概説するとともに、女子、
LGBTQ+、障がい者、在留外国
人、貧困問題を章立てて、それ
ぞれの課題や取り組み事例を紹
介しています。

　2025/26 シーズンからは年 2回ではなく、シーズ
ン期初に 1度の開催となったWE ACTION MEETING
を 7 月 25 日に実施しました。クラブ・パートナー・
リーグが一堂に会し、シーズン中に行うWE ACTION 
DAY のアイデア出しを行いました。第 1部ではウォー
キングフットボールを通じて多様性とインクルージョ
ンを体験し、第 2部では「多様性・ジェンダー」「教育・
健康」「地域貢献」をテーマに具体的な活動案を議論し
ました。
　理念推進活動の方針共有と対話を通じ、今後のアク
ションにつながる貴重な機会となりました。

ⒸWE LEAGUE

（上記URLからダウンロードが可能）
ⒸWE LEAGUE

https://www.jfa.jp/about_jfa/accessforall/


22

原則２　機会の均等、インクルージョン、差別の撤廃 原則２　機会の均等、インクルージョン、差別の撤廃

23

　WEリーグ・なでしこリーグの役員・職員
等における女性の人数や割合は右記の通りで
す。WEリーグでは、2024年 9月に役員改
選が行われ、理事の数を15人から9人と大
幅に減らしました。それに伴い、女性理事比
率は、53％から33％に減少しました。

WEリーグ・なでしこリーグの役員・職員等における女性の人数

役職数 取締役 チームスタッフ

女性
人数

女性
比率総数

女性
人数

女性
比率総数

女性
人数

うち
女性
コーチ

総数
女性
比率

WEリーグ

マイナビ仙台

三菱重工浦和レッズ
レディース

RB大宮アルディージャ
WOMEN

ちふれAS
エルフェン埼玉

ジェフ千葉レディース

日テレ・東京ヴェルディ
ベレーザ

ノジマステラ
神奈川相模原

AC長野パルセイロ・
レディース

アルビレックス新潟
レディース

INAC神戸
レオネッサ

サンフレッチェ広島
レジーナ

セレッソ大阪
ヤンマーレディース

12クラブ合計

▶  WEリーグの女性登用状況（2025年 12月現在）

　WEリーグは、クラブ参入基準において、女性登用を義務付けた日本初ス
ポーツ組織です。2019年に、スポーツ庁が策定したスポーツ団体ガバナン
スコードはありますが、罰則規定はありません。WEリーグは、右記の３点
を明らかにすることにより、組織の多様性を見える化し、WEリーグ、そし
てスポーツ組織の今後に生かします。

WEリーグの女性登用の見える化

※女性スタッフには、指導者以外のトレーナー、主務を含む　※女性コーチとは、JFAコーチングライセンスを持っている
女性指導者　※カテゴリーを兼務している場合は、主に関わっているカテゴリー、または上位のカテゴリーで換算　※役職
員の数に、非常勤の取締役、監事および現場スタッフは含まない　※取締役には、非常勤の取締役は含むが、監事は含まな
い　※強化担当者、アカデミーダイレクターは役職員に含む

▶  組織内における
　女性の割合（2025年 12月）

 クラブの運営にあたる法人を構成す
る役職員の 50％以上を女性とする（入
会から３年以内に達成すること）
 クラブの意思決定に関わる者のう

ち、少なくとも１人は女性とすること
（取締役以上が望ましい）
 コーチングスタッフ（監督またはコーチ）
の中に女性指導者１人以上を含むこと

参入基準（抜粋）

30

17

12

36

19

44

21

15

30

12

22

16

67

311

12

7

4

12

11

13

8

6

7

7

11

9

22

117

40

41

33

33

58

30

38

40

23

58

50

56

33

38

3

1

0

0

3

1

0

1

1

1

1

0

0

9

9

6

3

1

10

4

4

2

3

5

6

5

4

53

33

17

0

0

30

25

0

50

33

20

17

0

0

17

8

6

5

10

12

3

8

4

7

5

5

6

79

19

20

14

19

21

16

17

11

14

10

13

13

187

5

0

4

3

5

1

7

1

2

1

2

2

33

42

30

36

53

57

19

47

36

50

50

38

46

42

サッカーファミリーにおける女性の人数

▶  JFA登録者数

サッカー

フットサル

JFAの役員・職員等における女性の人数

理事

評議員

各種委員会

事務局員

マッチコミッショナー

Jリーグマッチコミッショナー

WEリーグマッチコミッショナー

なでしこリーグマッチコミッショナー

ウェルフェアオフィサー（ジェネラル）

サッカー

778,118 51,194

29,397 3,857

829,312

284,335

33,254

21,359

98,251

2,087

734

268,945 15,390

19,918 1,441

94,259 3,992

1,996 91

596 138

（6.2%）

（11.6%）

（5.4%）

（6.7%）

（3.8%）

（4.4%）

（18.8%）

▶  12 委員会ごとの女性の人数

1,191 52男性 女性 4.2%

1,243

75人 4人男性 女性 5.3%

94人 17人男性 女性 15.3%

111人

　7/12

委員

 58.3%

11人 1人男性 女性 8.3%

12人委員長

9人 6人男性 40% 1,642人 67人男性 女性 3.9%

全 1,709人

110人 1男性 女性 0.9%

全 111人

48人 2人男性 女性 4.0%

全 50人

90人 8人男性 女性 8.2%

98人

782,340 52,083 6.2

2025年3月現在
（　）内は2024年3月現在

834,423

34,128 3,876 11.430,252

数字は2025年12月現在
（　）内は2024年12月現在

全 1 5 人 （15人）

（9人） （6人 40.0 ）

全 7 9 人 （79人）

（76人） （3人 3.7 ）

（12人）

（11人） （1人 8.3 ）

（109人）

（91人） （18人 16.5 ）

（7/12 58.3 ）

0人
42
5委員会

1人 25
3委員会

2人8
1委員会

4人
25
3委員会

（1,688人）

（1,625人） （63人 3.7 ）

（111人）

（110人） （1 0.9 ）

（50人）

（48人） （2人 4.0 ）

（98人）

（90人） （8人 8.2 ）

1,268

1,198 70 5.5
62人 13人男性 女性 17.3%

管理職全 75人 （56人）

（46人） （10人 17.8 ）

124人 72人男性 女性 36.7%

正社員全 196人 （201人）

（125人） （76人 37.8 ）

15 37人男性 女性 71.6%

臨時雇用職員全 52人 （53人）

（13人） （39人 75.0 ）

女性コーチ

18

女性
スタッフ

25

58
男性

取締役
全体53人

全体187人

83
男性

17
女性

役職員
全体311人

62
男性

38
女性

2025年12月現在

2025年12月現在
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女性リーダー INTERVIEW

高橋 薫 さん
ジェフユナイテッド株式会社　取締役
JFA/WEリーグ女性リーダーシッププログラム ３期生

  女性だからを言い訳にしない
　子どものころからサッカーが好きで、スポーツ少年団に
入りました。とてもサッカーに愛情を注ぐ先生が指導をし
てくださって、男子も女子も分け隔てなく教えてください
ました。高校で女子校に進学すると、サッカー部を立ち上
げ、必死に仲間を集めましたが人数がそろわず、1年で廃
部になってしまいました。それでもサッカーへの思いは変
わらず、大学入学後は地元クラブに入り、やって楽しむの
が一番と、今でもプレーを続けています。
　大学院を卒業するときに就職をどうしようかと考える
中で、御縁があって古河電工にお話しをうかがう機会が
あり、1992年、ちょうどJリーグができるタイミングで、
夢のようなお話を聞きました。勢いで、ぜひ入れてくださ
い！とお願いしたのが経緯です。
　しかし入社当時は、多くの企業がそうであったように、
女性の総合職はなく、待遇に大きな男女差を感じる場面が
少なくありませんでした。給与体系や昇進、研修制度では
男性が優先され、逆に女性には勤務時間への配慮があるな
ど、当時の社会の空気を象徴するような環境が続きました。
最初の10年くらいそんな思いもしてきましたが、個人的
には、フラットな上司に恵まれ、経験を重ねることができ
ました。その観点で、どういう考え方の人が上司なのかは
とても大きいことだと感じます。
　98年頃、運営を担当していた時、Jリーグの木之本興三
さん（当時、専務理事）にお会いした際「お前が高橋か。
男のようにすごく仕事をするやつがいると聞いていたんだ」
と言っていただき、その時に、がんばってやっていたら必
ずどこかで誰かが見てくれているんだと思いました。当時
最大の褒め言葉だと感じ、自信を持つことができました。
　やがて、時代の流れや経営体制の交代などで潮目が変わ
り、JRから出向で来られていた三木博計さんが専務だっ
た頃（後の代表取締役社長）に、給与システムが変更され
ました。「力があるのに女性だからと給料が安いのはおか
しい」とはっきりと言ってくださったことを覚えています。
そこから人事評価制度や昇進試験制度などが採用され、男
性にも女性にもフラットな評価になりました。あの制度が
なかったら、今このポストになっていなかったのではない
かと思い、すごく感謝しています。
　50-50ではないことを不満に思わないわけではなかっ
たのですが権利を主張するよりも、やるべきことを積み重
ねていったことが実を結んだと思っています。もし、リー
ダーを目指す女性に、私が助言できるとしたら、女性だか
らを言い訳にせず、自分を磨き続けることが必要だと伝え

たいです。もし本当に優秀で誰が見てもこの人は使わない
ともったいないなと思えば絶対に上にあげてくれる、これ
はもちろん女性に限らないことですが、それが生きていく
道なのではないかと思います。本当にすばらしい選手であ
ればどんな監督でも使うはずです。それと同じ。そこまで
努力してレベルアップしていけば評価されるはずです。
　一昨年、レディース部門の部長になりました。声をか
けられた当時は、事業部で部長になれればという思いも
あったのですが、まず引き受けることが大事であり、女性
である私が「部長」というポジションに就くことで、後
に続く女性が出てくるはずだという後輩の声もあり、そ
の任を受けました。実際、段階を踏むことは重要であり、
ここで部長になっていなければ、今の取締役の話もなかっ
たと思います。
  女性の、そしてプロパー出身の取締役として
　ジェフにとってプロパー社員が経営陣になったことは
今後に向けてとても大きな話だったと思います。女性だ
からやめておこうにならなかった。逆に今の時勢だから
女性を入れておこうということでもなかった。そして、
いろいろな人がサポートしてくれていました。
　プロパーとしていろいろな部署を経験してきました。行
政の長から信頼を得られたことも、私の強みとして評価
していただいたのだと思います。とはいえ、この人事には、
島田社長をはじめ、周りの方は相当根回しをしてくださっ
たと思います。それでも、出資会社の皆さまに、取締役
になった際にご挨拶にうかがい、サポートをいただいた
お礼をお伝えしたところ、「自然な流れだ」と言っていた
だきました。会社ができて30年経てば、経験を積み重ね
てきたプロパーが出てくるという社会をご存じの皆さん
だからだとも思いますが。
　男女問わずプロパーが取締役に就任すること自体が私
たちの会社では革命的なことであり、取締役の話をいた
だいたとき、重大なことであり、経営の勉強をしてきた
わけではなく、自分が失敗したら今後のプロパー登用の
道が閉ざされるのではないかという重圧もあったので、
考える時間をいただきました。今までとてもお世話になっ
た二人の方に相談をしたらそれぞれから、「選択肢ないで
しょう。あなたがこれを逃したらプロパーが取締役にな
る機会がいつくるかわからない」「やれることしかやれな
いのだから、自分がやれることを一生懸命やればよい、
それ以外のことを会社は求めていない」と助言をいただ
きました。自分ができることがあり、それを一生懸命やり、
それで評価してもらうしかありません。その言葉に納得

し、覚悟を決めて取締役を受けました。
　この役割となり、事業系すべてを預かることになりま
した。ある程度分かっているからこそ、早く決断して皆
がスムーズに動けるようにしたい。現場が好きで、まだ
まだやりたいことがたくさんありましたが、今の立場だ
からこそできることもたくさんあります。自分がずっと
やってきたからこそ感じ考えていたことを、形にしてい
かないといけないと思っています。みんなが働いていて

楽しいと感じる会社にしていけたらと思っています。
　リーダーの一人として、逃げてはならない、最後は責
任を取るんだ、という気持ちを強く持っています。逆に
それを心配してくれる仲間もいます。就任後、自分のこ
とのように喜んでくださった方も多くいました。自分が
ロールモデルになっている自覚を持ち、女性の、そして
プロパー出身の取締役として今後も力を尽くしたいと考
えています。

女性リーダーとともに

島田 亮 さん
ジェフユナイテッド株式会社　
代表取締役

　高橋薫さんの取締役就任について、女性登用という文脈
で語られ、サッカークラブ運営会社の女性取締役として注
目されることが多いかと思いますが、私は別の視点を持っ
ています。
　ジェフユナイテッド株式会社は、これまで、慣例的に親
会社からの出向者によって経営体制を構成していました。
経験豊富な人材が取締役として経営に関わっていくこと
の意義は大きいものの、クラブの生え抜きの人材を入れる
ことのメリットがあることも事実です。Jリーグも30年
が経過し、その中で育ってきた優秀な人材も多くいます。
プロパー社員には、クラブで培ってきた経験と覚悟が備
わっています。Jクラブの経営はどこも必ずしも簡単では
なく苦労されていることも多い中で、厳しい状況になった
ときにもいざというときに、逃げずに必死に守ってくれる
人は現場感覚のある人材です。そういった方には、人もつ
いてくるものです。窮地になったときに、みんなが頼るの
は誰か。常々そういう思いがあって、この取締役人事を検
討し、自然と高橋さんの顔が浮かびました。決して女性取
締役の割合を増やすといった観点ではなく、性別にかかわ
らず優秀で、皆が信頼する人材、現場の思いをダイレクト
に聴くことの出来る存在だったからです。結果として、彼
女は、後輩である社員たちに勇気を与える存在になってく
れていると思います。プロサッカークラブは小規模な産業、
組織であり、男性だろうが女性だろうが、優秀な人材を使
わないのは会社としてマイナス、もったいないことです。
垣根がない方がクラブにもメリットが大きいと思います。
優秀な女性を起用しないという場合ではありません。
時代の影響も色濃くあった中で、相当苦労した女性達の姿
も見てきました、彼女も苦労もしてきただろうけれど、そ
れに抗ってきた先輩達の存在もありました。
　サッカー界はやはり男社会という印象がまだまだ強い

かもしれませんが、すこしずつ変わってきています。ス
タジアムには女性のお客様も大勢お見えになりますから、
サービス業としては女性の視点は重要です。例えばお手
洗いの設備や食事のメニュー開発など、女性の声をきい
てはじめて気づくことも多くあります。
　日本の女子サッカーの歴史の中でみれば、ジェフでは
古くから女子チームを持ち、女子サッカーに力をいれて
きました。女の子たちがサッカーに夢を見続けられるよ
うになっていきたいという思いもあります。選手として
活動してきた女性が、指導の現場やGMになるなど、自
クラブあるいは他クラブでも活躍する、そういった姿は
とても嬉しいものですし、良い循環が生まれていると思
います。今年ジェフで迎えているスペイン人女性監督の
カレルメ・トレスさんはすばらしい指導者であり、その
姿がまたすばらしいロールモデルになるのではないかと
思っています。選手が、サッカーに関わり続けるロール
モデルを提示するクラブでありたいと思います。
　高橋さんの存在は、女性の多様な生き方の一つとして、
目標を示しています。今後も女性がサッカーに関わり続
けられる環境を育て、優秀な人材とともに、企業とクラ
ブを発展させていきたいと思います。

2026年 2月インタビューの様子
左：島田亮代表取締役、右：高橋薫取締役
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　2025年 12月時点で、女性指導者は全体の3.9％です
（次ページ表参照）。
　女性指導者については、女性選手の増加を追う形で進
むものと考えますが、いずれにせよ大変少ない状態であ
り、積極的な改善が必要です。国際サッカー連盟 (FIFA)
ヨーロッパサッカー連盟 (UEFA)、そしてアジアサッカー
連盟 (AFC)でも、重要なトピックとして様々な積極的な
施策がとられています。
　指導者養成は本来、男女関係なく行われるものであり、
女性をことさらにとり出して取り組むことには議論があ
りました。しかし、長年にわたり自然にやってきた結果
が、今の状態であることを考えると、一定期間は特別な
対応をして変化の土台をつくる必要があります。
　女性指導者が少ない理由の一つとして、ロールモデル
不足が挙げられます。現状までの女子の選手たちは、子
どもの頃からの選手経験の中で女性に指導される経験が
少なく、そのために将来自分自身が指導を行うイメージ
を持っていないことが多くあります。また、数が少なす
ぎることで際立ってしまい、個々の特長は異なるのに一
般化されがちでもあります。
　女子サッカーの普及を進める上でも、女性指導者の存
在は重要であると考えます。特に低年齢では、女子だけ
のチームももちろんありますが、男子に混ざってプレー
をする機会が多くあります。その多くは、大勢の男子の

女性指導者について

●　概要

　女性指導者がより指導者養成コースを受講しやすいよ
うに、女性を対象としたライセンスコースの設定を行っ
ています。（次ページ表参照）
 　女性だけでライセンスコースを行うことに対して、当
初はレベルの低下やニーズの有無、経験不足等を懸念す
る声もありましたが、実際に情熱を持って受講し、吸収
し成長する受講者に触れるにつけ、その先入観は一掃さ
れています。男子と一緒に受講するメリットももちろん
あり、それは選択肢としてありつつ、機会を増やすこと、
受講しやすさを高めることに取り組んでいます。各都道
府県サッカー協会（FA）でも、女性コースの設定や、受
講を促す声掛け、現場への導入など、さまざまな取り組
みをしていただいています。

●　女性の受講促進のために女性コースの設定

　WEリーグの各クラブは、理念の実現に向けたクラブの指針を示す
「WE STATEMENT」を発表しており、必要に応じて毎年更新しています。

WE STATEMENT
WEリーグ公式WEBサイト
WE STATEMENT
https://weleague.jp/weaction/2/#club

私たち アルビレックス新潟レディー
スは、理念実現のために、ピッチ
の内外を問わず活躍できる人財と
なり、魅力あふれる新潟づくりに
貢献します。ヒト、まち、モノ、
文化・伝統・芸能、食、観光、気
候など“新潟という地域社会その
もの”をより一層活性させて、輝
ける存在になることを約束します。

私たちセレッソ大阪ヤンマー
レディースは、サッカーを核
とする事業を展開し、 夢・希
望・感動にあふれた スポー
ツ文化の振興と地域社会の発
展に貢献します。

INAC神戸は、「For The Future」
をスローガンとして、日本女子
サッカーの発展のためにサッ
カーを通じて少女たちに夢と
希望を与えられる存在とな
り、WEリーガークレドの実
現を目指します。

私たちサンフレッチェ広島レ
ジーナは、理念実現のため
に男子チーム、女子チーム
両方持っているクラブとし
て男女関係なく、お互いを
RESPECT し、各々がサッカー
を通じて地域の皆様と共に
サッカー発展に携わる人材を
増やしていきます。

私たち日テレ・東京ヴェル
ディベレーザは、WEリーグ
理念実現のために、ホームタ
ウンを中心としたエリアで愛
されるクラブになれるよう、
地域の活性化と発展に貢献し
ます。

ノジマステラ神奈川相模原
は、WEリーグ理念実現のた
め、地元地域の星（チーム名
由来）となり、性別や年代に
関係なく、一人ひとりが輝け
る社会、の実現を多様性ある
神奈川から発信し、「日本一、
輝く」クラブを目指します。

AC長野パルセイロ・レディー
スは、WEリーグ理念実現の
ために、地域と共に歩み、ス
ポーツの力でNAGANOを元
気にする活動をします。

ジェフ千葉レディースは、サッ
カーを通して、クラブ理念に
掲げたジェフスピリッツ (真
・挑戦・つなぐ・地域課題へ
の取り組み・ダイバーシティ・
育成・感動)を実践し、日々積
み重ね、取り組んでいきます。

私たちは、理念実現のために、
世界水準のサッカーを目指し、
誰もが誇りと親しみを持つこ
とができ、健全で持続可能な
クラブを築いていきます。

RB 大 宮 ア ル デ ィ ー ジ ャ
WOMENは、地域のために、
子どもたちのために、常に新
しい発想を持ってチャレンジ
し続けます。

ちふれASエルフェン埼玉は、
理念実現のために、子ども達
の未来へ、地球環境の未来へ、
女子サッカーの未来へ、さま
ざまな可能性を未来へつなげ
る活動を積極的に行います。

マイナビ仙台は、地域におけ
る存在価値を高め、永く愛さ
れるクラブとなるため、在仙
プロスポーツチームと連携し
ながら、より一層仙台、宮城、
東北を盛り上げる存在を目指
します。

中に少しの女子が混ざって頑張る状況です。
　そのようなときに、指導スタッフに女性もいれば、子
どもたちにとっては非常に心強く、参加のハードルが下
がります。また、保護者の皆さんにとっても安心だと思
います。遠征や宿泊を伴う活動ではなおさらです。特に
キッズやU-12年代の活動現場には、女性指導者がいる
状態をつくり、普及を進めていきたいと考えています。
女性指導者を増やすこと、現場への配置を進めることに
合わせて取り組んでいます。

　JFA 技術委員会との連携で「女子サッカー振興プロ
ジェクト」の一環として、女性指導者を対象に、AFC-
Pro 基準の新たなライセンスとして「Associate-Pro
（A-Pro） ライセンス」を2020年より時限的に開設
しました。保有者はWEリーグでの指揮が可能です。

●　A-Pro ライセンス

JFA 公式Webサイト

https://www.jfa.jp/women/associate_pro/

A-Pro ライセンス取得者全員がコンバージョンコース
を修了し、Proライセンスを取得しています。

開設の目的　-日本女子サッカーの継続的な発展に向けて

● プレー機会減少によるサッカー離れを生み出
 　さないため、女子委員会が行う普及施策を
 　"ALL JFA" として取り組む
● 女子 /女性が継続的にサッカーを楽しむこと
　 ができる環境を整備し、サッカーを長く楽し
　 み、応援してくれる女子 /女性を増やす

１．女子 /女性のサッカー競技人口の増加
● WEリーグ立ち上げで監督になり得るだけでなく、
　 後進指導者たちを育て導いていくロールモデルの育成
● インターナショナルな分野でも活躍できる人材の育成

２．次世代を引っ張るリーダーの育成

女性指導者育成の突破口として S級に準ずるライセンス
「Associate-Pro（A-Pro）ライセンス」を “時限的 ”に創出

女子サッカーのみならず、日本サッカー全体の継続的な発展へ

A-pro ライセンスについて

https://www.jfa.jp/women/associate_pro/
https://www.jfa.jp/women/associate_pro/
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　女性指導者養成は、世界中で重要なトピックとされ、
取り組まれています。全体の人数を増やすことと同時に、
上位級の指導者の養成も重要視され、コースの中での女
性枠の設定、メンターシップ、上位ライセンス受講の際
のスカラシップの設定等、FIFA, UEFA等、その他各国
協会でも様々な取り組みがなされています。
　日本ばかりでなく、アジア全体で、女性指導者がプロ
ライセンスの講習会にアクセスするのは簡単なことでは
ありません。AFC女子チャンピオンズリーグ開始に際
し、それを解消するためのポジティブアクションとして、
AFCとの連携のもと、2014年から JFAにて女性プロ
ディプロマコースを開催することになりました。日本か
らの参加者 7人を含め、14カ国から 20名の指導者が
参加して10月より開始しました。
　指導者養成全体で検討が進んでいるとのことですが、
参加者がより参加しやすいように、集合研修を短くし、
間の学習をメンタリングによって実施することで、より
リアリティをベースとした、すなわち自分の通常の指導
現場での指導をベースにし、そこにメンターが訪問する
形で指導実践を重ねる方式を、国内・アジア他国の多く
のメンターの協力を得て採用しました。
　４回の集合研修、間の学習、オンラインセッション等
を経て、すべてのカリキュラムが修了しました。受講者同
士、アジア全体に仲間ができたこと、アジア全体の女子サッ
カーの状況を認識する大きな機会となったことも大きな収
穫となり、今後の受講生達の活躍が期待されます。
　A-Pro ライセンス取得後プロライセンスにコンバー
ジョンした金野結子さんがアシスタントチューターとし
て参加しました。

JFA/AFC女性プロディプロマコース

▶  指導者登録者数 表中の (　)内は前年の数

サッカー
S級

A級ジェネラル

A級U-15

A級U-12

B級

C級

D級

キッズリーダー

全登録：人 女性：人 女性比率

（参考）　前年合計 97,446 3,652 3.7%

サッカー（GK）
GKレベル３

GKレベル２

GKレベル１

全登録：人 女性：人 女性比率

（参考）　前年合計 3,407 93 2.7%

フットサル
フットサル　A級

フットサル　B級

フットサル　C級

全登録：人 女性：人 女性比率

（参考）　前年合計 2,308 109 4.7%

合計

サッカー・フットサル
合計
（参考）　前年合計 99,754 3,761 3.8%

598

2,298

197

377

8,457

28,819

56,771

734

98,251

31(22)

71(74)

3(3)

3(3)

320(315)

1,506(1,450)

1,920(1,629)

138(156)

3,992(3,652)

5.2%

3.1%

1.5%

0.8%

3.7%

5.0%

2.9%

21.3%

4.1%

299

411

2,852

3,562

5(5)

10(6)

85(82)

100(93)

1.7%

2.4%

2.9%

2.8%

65

214

1,717

1,996

3(2)

9(8)

79(99)

91(109)

4.6%

3.7%

5.8%

4.6%

100,247 4,083 4.1%

合計

合計

▶  振興プロジェクト ※ JFA技術委員会と連携して2020年から実施
女性を対象にした指導者養成コース

A-Pro ライセンス

Ａ級ライセンス

Ｂ級ライセンス　

Ｃ級ライセンス

D級ライセンス
※ JFA、47FA、WE クラブ、女子学連

※なでしこリーグ新人研修、JFA、47FA、女子学連

2020年から実施

2021年から実施

2018年から実施

2017年から実施

2017年から実施

▶  2025年度女性対象ライセンスコース一覧
B級

C級

D級JFA

JFA 
女子学連 
WEクラブ 
大阪 FA 
千葉 FA 
岡山 FA 
宮崎 FA 
鹿児島 FA 

宮城 FA 
茨城 FA 
群馬 FA 
神奈川 FA 
富山 FA 
静岡 FA 
三重 FA 
岐阜 FA 
福岡 FA 
宮崎 FA 

開校式 2024/9/11 オンライン
Module1 2024/10/18-

10/27
夢フィールド

Mentoring1 オンサイト (2 日
間 ) + オンライン

各自のリアルベースで実施

Module2 2025/1/17-
1/23

熊本・宮崎（フットボール
カンファレンス受講、Jク
ラブ開幕前キャンプ視察）

Mentoring2 オンサイト (2 日
間 ) + オンライン

各自のリアルベースで実施

Module3 2025/5/17-
5/25

中国・武漢市（AFC女子
チャンピオンズリーグ準
決勝・決勝視察）

Mentoring3 オンサイト (2 日
間 ) + オンライン

各自のリアルベースで実施

Module4 2025/10/26-
11/2

大阪・J-GREEN堺

▶  全体スケジュール

　2018年にAFCはUEFAとの「コーチコンベンション (ライセンスの互換制 )」を立ち上げ、アジアのコーチ
教育に大きく貢献してきました。プロディプロマに関しては47カ国・地域中16加盟協会 (MA)でしか認定され
ておらず、10年先を見据えても急増は期待できません。一方、ナショナルコーチやAFCチャンピオンズリーグ
(ACL) に参加するコーチにはプロライセンスが義務化されているものの、ライセンス取得や技術向上の場は設け
られていません。特に女性コーチについては、2024年に女子ACLが発足するにもかかわらず、アジアにはプロディ
プロマ保持者が少なく、女性エリートコーチの育成はアジアにとって喫緊の課題でした。
　自国のMAでプロディプロマを受講できない潜在能力の高いコーチに、AFCとMAがパイロット・プロジェ
クトとして、AFCとMAのジョイント・コースを開催し、指導者に学ぶ機会を創出ことが重要です。
　コース期間中だけでなく、コース終了後も相互に切磋琢磨することでアジア全体での底上げを狙っています。

▶  背景・目的

目的・テーマ トピック
Module1 ● 導入

● コースのマインドセット・ゴール設定
● 関係性の構築

● 14 カ国から多様なバックグラウンドを持つ受講生にプロ監督と
しての要素・知識の共有・インプットし、刺激を与える
● コース終了後もお互いに切磋琢磨できる継続的な関係性を構築する

Module2 ● 準備・プロセスの重要性
● マネジメント
● フットボール・ストラテジー、テクニカ
ルリーダーの重要性

● フットボールカンファレンス・Jクラブの視察・レジェンドスピー
カーから、「リーダーシップ」・「マネジメント」・「ビハインド・ザ・カー
テン」の重要性を知る

Module3 ● これまでにインプットされた知識を実践
する
● 分析力・リーダーシップ・マネジメント
能力を向上させる

● これまでのModule・オンラインセッション・メンタリングでの
インプットを踏まえ、「プロ監督」・「テクニカルリーダー」を想定し
た実践から学びを得る
● 審判との協調・AWCL の準決勝、決勝から多様なシーンの
「Emotion」を感じ取る
● テクニカルリーダーとして中長期展望を立てる

Module4 ● 最終モジュール
● Thesis と指導実践

これまでのModule・オンラインセッション・メンタリングでのイ
ンプットを踏まえ
● 筆記試験の実施
● 各自の中長期展望の発表
● 指導実践の実施

開催日 講師 テーマ
0 2024/9/11 Opening Ceremony
1 2024/12/10 菅野 淳 (JFAフィジカルフィットネスプロ

ジェクトリーダー ) Planning of Fitness Training

2 2025/1/8 Bai Lili（AFC Women's Director） AFC Women’s Football Development
3 2025/2/27 川俣 則幸（GKプロジェクトリーダー） Collaboration between HC and GK Coach
4 2025/3/26 小野 剛（AFC Vice Technical Director） Technical Study
5 2025/5/15 恩塚 亨 (前バスケットボール日本女子代表監督）Team Management 

6 2025/7/4 越智 滋之（U20/U23テクニカルスタッフ /
JFAテクニカルハウス） Analyst’s View

7 2025/8/1 Graham Turner（AFC Consultant） Media Session
8 2025/9/8 各グループによるレジェンドインタビューのセッション
9 2025/9/29 各グループによるレジェンドインタビューのセッション

開催日 テーマ
1 2025/4/8 ● プロライセンスに必要なものとは？

2 2025/5/9

● ディティールに迫る
・コーチングスタッフとの良好な関係性
・会見での立居振舞
・監督と選手の信頼関係の構築、チーム内での雰囲気作り
・リーダーシップとは？

3 2025/10/22 ● 最終モジュールに向けて課題の進め方

▶  オンラインセッション

▶  スペシャルセッション
将来プロライセンスコーチとして活動する上でFAとして求めたい項目を補習するサポートプログラム

▶  各モジュール詳細

※全日本大学女子サッカー連盟

※
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JFA/AFC 女性プロディプロマコース受講生 INTERVIEW

　私のコーチング経歴
　現役生活の終盤の2019年、指導者への転身計画を立
てはじめると、自然とリーダーシップの役割が増え、若
手選手の指導やトレーニングの手配を支援するようにな
りました。「選手兼コーチ」という役割を担うことで、プ
レーヤーとコーチの間の隔たりを徐々に埋めていきまし
た。引退後は小学校で体育教師として働きながらコーチ
ングコースを受講し、指導者としての基盤を固めました。
2022年、天津盛徳女子足球クラブ（プロリーグ２部）
のヘッドコーチとして初めて正式な指導者職に就き、
2023年には天津市サッカー協会U15・U16女子選抜ユー
スチームの短期コーチを務めましたが、小学校勤務との
スケジュール調整が難しく、数カ月で体育教師の職務に
復帰。同年、指導者資格の取得を継続し、AFC A級ライ
センスを取得しています。
　2024年５月、中国女子代表チームプログラムが正式
に発足し、中国サッカー協会（CFA）より代表チームコー
チングスタッフへの参加を招請され、オーストラリア人
コーチ陣が率いるハイパフォーマンス環境で活動する
機会となりました。
　指導者を目指すきっかけ
　選手から指導者への転身は、瞬間的な決断ではなく、
時間をかけてプロセスを積み重ねた結果でした。他者の
成長を支援し、トレーニングがピッチ上のパフォーマン
スに結びつく姿に大きな満足感を覚えるようになりまし
た。同時に、トレーニング方法論、選手育成システム、ゲー
ムモデルの構築にもより注目するようになりました。次
第に、指導者としての道こそが、より深い視点でサッカー
と関わり続け、より大きな責任を担い、長期的な視野で
競技に向き合えるものと気づきました。
  JFA/AFCプロディプロマコース参加の動機と主な学び
　指導者としての能力をさらに高め、現代サッカーに対
するより広範で国際的な視点を獲得したいという思いか
ら参加したこのコースは、質の高い専門的な学習プラッ
トフォームのもと、経験豊富な講師陣やメンターから直
接学び、アジア各地のトップレベル指導者たちと意見交
換する機会を与えてくれました。
　プログラムを通じて、トップレベルのコーチには技術
的・戦術的専門知識以上のものが求められることを理解
しました。チーム内での信頼構築、選手層における役割
定義、ゲームモデルとの一貫性維持、プレッシャー下で
の意思決定、そして共通の目標へ向けたチーム指導といっ
たリーダーシップとマネジメントスキルが不可欠です。

　多様なサッカー文化を持つコーチ陣との協働も、本コー
スの貴重な要素でした。議論や分析の共有、相互支援を
通じて、異なる文化や哲学から生まれる貴重な「化学反応」
と新たな視点が生まれました。この交流を通じて、アジ
アサッカーの多様性と可能性も理解できました。
　プロフェッショナルレベルでの指導スキルの強化だけ
ではなく、コーチとしてのコミュニケーション能力とア
イデンティティも成長できたと感じています。より高度
な指導課題に挑む自信を深めるとともに、女性コーチが
現代サッカーに独自の価値をもたらし得るという確信も
持てました。
　今後の目標とビジョン
　このコースで学んだ哲学と手法を実践的な指導に活かし、
中国およびアジア全域における女子サッカーの発展に貢献
したいと考えています。選手の潜在能力を引き出し続け、
ピッチ上、トレーニング、そして人生において成長を支え
られる情熱的で影響力のある指導者となることを志します。
優れた指導者はチームのパフォーマンスを形作るだけでな
く、選手たちの未来をも形作る存在だと確信しています。
　短期的には、国内外のプロクラブや代表チームを指導
して競技力と選手育成の両面で総合的な飛躍を導き、長
期的には、コーチ教育や女子サッカー発展プロジェクト
に携わり、特に多くの若い女性が指導者としての役割を
担えるよう支援したいと考えています。サッカーのあら
ゆるレベルで女性の参加を増やし、十分な成長機会を提
供することが、アジアにおける女子サッカーの継続的な
発展の重要な推進力であると考えます。
　また、指導者として継続的な学習に専念し、エリート
育成モデルを研究し、様々な年齢層での実践経験を積ん
だことで、短期的な結果よりも細部へのこだわりと長期
的な育成を重視する、選手中心の哲学を形作ることがで
きました。自身の選手経験と教育・コミュニケーション・
チームビルディングへの情熱を融合させることのできる
コーチングこそが、私が生涯を捧げるべきキャリアであ
ると考えています。
　本コースへの推薦をしてくださった中国サッカー協会
に心から感謝するとともに、これほど専門的で国際的な
学習の場を提供してくださった JFAとAFCに深く感謝
いたします。このコースの一員となれたことを大変光栄
に思います。また、指導者、メンター、チューター、そ
して仲間たち全員の支援とインスピレーションに感謝し
ます。この経験は、今後何年にもわたって、私の指導者
としての歩みに影響を与え続けると確信しています。

李 東娜 さん
中国女子代表チーム
アシスタントコーチ

JFA/AFC 女性プロディプロマコース受講生 INTERVIEW

川嶋 珠生 さん
スフィーダ世田谷 FC
監督

　指導者の道へ
　小学１年生からサッカークラブに入り、中学進学と同時
にスフィーダ世田谷FC１期生として入団。高校までプレー
しました。筑波大学在籍時に女子サッカー部に在籍しまし
たが、卒業後、当時スフィーダの監督をされていた川邊健
一さんに声をかけていただき、スフィーダに戻ることとな
り、４年間プレーを続けました。一つ上の先輩選手である千
葉恵美さんが、選手としても社会人としてもキャリアを積
み重ねていらっしゃる様に影響を受け、フットボールを様々
な角度で見ることで視野が広がることに気づかされ、セカ
ンドキャリアとして指導者の道を進むことを選択しました。
　指導者としてもスフィーダ一筋であり、育成年代から
少しずつトップチーム近づくような形で指導経験を積み
上げていくことができています。選手時代から育ててい
ただいた川邊さんから街クラブで育成を大事する考え方
を学びましたが、セカンドキャリアとして指導者を選ぶ
ことに価値を見出してくださったのも川邊さんです。ま
た、神川明彦監督からはサッカーの本質やチームマネジ
メントの重要性を学びました。
　プロディプロマコースでの気づきと成長
　JFA/AFC女性プロディプロマコースの受講は、Aジェ
ネラルライセンスコーチ養成講習会のインストラクター
であった小野剛さんに声をかけていただいたことがきっ
かけでした。英語で行われる講習会ということに若干の
不安はありましたが、10年先の自分のキャリアを考えた
ときにぜひ行きたいと思い、参加を決めました。
　14ケ国20人の受講生は、指導者としてだけではなく、
テクニカルダイレクターやＧＭ、協会の職員など様々な
立場をお持ちであり、国を背負って参加されている方も
いました。英語をネイティブに話す方はオーストラリア
から参加されている方だけでしたが、そのグループに入っ
たとき、はじめは緊張でがちがちになっていましたが、
彼女たちが私に伝わるように工夫をしてくれ、徐々に信
頼関係を築けるようになりました。
　第３モジュールでは、受講生全員で発表のプレゼン資
料を作るミッションが与えられました。言語の壁を感じ
ながらもやり遂げたとき、一人で受講しているのではな
く、チームとして学ぶ実感を得て、組織で動くことの素
晴らしさや、そこに貢献することでの充実した気持ちを
味わいました。これは大きな学びでした。また、日本語
だと遠回しな表現になりがちですが、英語で話すときに
はよりストレートな表現となります。自分の考え方に対
して率直に意見を言ってもらえたのはよい経験でした。

自分の指導をよくしたい、自分をよく見せたいという気
持ちに対し、「自分じゃなくて選手を見なさい」といった
ことをまっすぐ言われたことが胸に響きました。
　自チームでの指導実践をメンタリングしていただけたこと
もとても有意義でした。メンタリングで吸収したものを翌日
に発揮できるため、インプットとアウトプットのスピード感
が全く違います。成長している実感がありました。
　今のアジアの状況をリアルタイムで知ることができた
ことも大きな経験でした。コース中にミャンマーでの大
地震が起こり、サッカーが当たり前ではない環境である
ことについて考えさせられました。日本よりも女性にとっ
て過酷な環境である国の方もいらっしゃいましたし、女
性がサッカーをできる環境をつくるための努力を知るこ
とができ、そういった部分での感度も高まりました。一
方で、アジアのサッカーの伸びしろを感じたことも大き
な経験でした。視野が広がり、世界に仲間ができるとい
う財産を得ました。
　女性指導者コースの意義と受講生としての責任
　女子サッカーの歴史や女性リーダーを学ぶ機会も刺激
になりました。指導者の世界では女性の数はまだ少なく、
ともすると女性指導者はこういうもの、などといったあ
る種のバイアスのようなものがあるかもしれません。「女
性の」ではなく一人の指導者として見ていただくために
は、数を増やしていくことも必要なのだと思います。今
まで自覚していなかったのですが、講習会のような学び
の場であってもどうしても男性と比較して萎縮すること
がありました。しかし、女性だけのこのコースでは、自
分自身を安心して表現できました。有意義だったと感じ
ているからこそ、このコースの一期生であることには責
任を感じています。私たちの活躍がアジアの女性指導者
の活躍に直結するわけですから。受講を終え、ここから
ブラッシュアップしていく必要がありますが、今、向上
している感覚があります。今後、このような機会が目の
前にやってくる女性がいらしたら、ためらわずぜひ飛び
込んで行ってほしいと思っています。
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チーム数

▶  全日本大学女子サッカー連盟（女子学連）

※ 2025年 8月現在

国際的に活躍する女性指導者

　指導者ライセンスの上位ライセンスを取得したり、JFA 公認指導者の海外派遣を活用したりして、各国の代表チーム
を率いるなど国際的に活躍する女性指導者もいます。
鈴木木乃実
U-17・U-20代表監督・テクニカルダイレクター代行
(2025年2月1日～2025年3月31日 )
　U-17・U-20北マリアナ諸島代表監督に加え、北マリ
アナ諸島サッカー協会で技術委員長を務めていた三田智
輝さんの後任の決定・就任までの期間、技術委員長代理
という立場でも活動。AFC U20アジアカップ（男子）
には大会初の女性監督として参加しました。

女性審判員について

　2025年 12月 31日時点で、女性審判員登録数は右表
の通りです。

●　審判員登録数
女性全登録

サッカー審判員

フットサル審判員

サッカー審判インストラクター

フットサル審判インストラクター

合計

284,335

21,359

3,068

566

309,328

15,390

1,441

158

30

17,019

北海道 2 大学、東北 4 大学、
関東 34大学、北信越 5大学、
東海 7大学、関西 18大学、
中国 5大学、四国 2大学、
九州 8大学

登録者数

85

北海道・東北 119名、
関東 1,127 名、北信越 114 名、
東海 158名、関西 465名、
中国 86名、四国 43名、
九州 123名

2,235

監督内訳 ⼥性 19（22％）男性 64
（監督不在 2チーム）

▶  47FAにおける女性技術委員長

岡山 FA 1FA/47FA（2.1%）

　女性指導者養成およびサッカー理解を深めるために、
WEリーグのプロ契約選手にＣ級ライセンスの取得が求
められています。講習会を受けて、今までと違った視点
でサッカーを見るようになると、将来は指導者になりた
いと考えるようになり、中には、より高い指導者ライセ
ンスを目指す選手も出てきました。
　なお、GKレベル1ライセンスの取得者は累計で６名
となりました。

●　WEリーグC 級ライセンス研修

　女性指導者の積極的な養成・サポートは、世界のサッ
カー界で取り組まれています。日本でも、WEリーグ、
なでしこリーグにて女性監督が活躍する場ができてき
ていますが、プロあるいはそれに準ずる環境でチームを
預かる事例や経験が豊富でなく、多岐にわたる課題に対
して力が発揮できにくい状況にあります。今回、監督と
いう役割に特化し、サポートするため、FIFA や UEFA
での取り組みも参考に、本人の希望があった場合に、経
験者に相談することができる体制を整備して開始しま
した。

●　女性監督メンタリング制度

　Ｃ級・Ｄ級の女性チューター（旧インストラクター）
は、2019年以前で 550人中８人（1.5％）しかいませ
んでした。女性指導者の養成を積極的に進める人材と
して、47FA のチューターに、各２枠の女性チューター
枠を設定しました。2025年 12 月現在、Ｃ級・Ｄ級の
女性チューターは、全チューター613人中49人（8.0％）
となっています。
 　今後の 47FA 女性チューター数の目標は 100 人で
す。女性チューターが今後経験を積み、上位ライセンス
のチューターになることも期待されます。指導者養成の
重要なパートを占める人材となってもらうための準備
です。

●　47FA女性チューターの追加２枠の設定

　多くの女性にとってはなかなか指導を自分事としてイ
メージしにくく、受講者が集まりにくい状況があり、「ニー
ズがないのでは」と言われることもあります。しかし、
現在活躍している女性指導者の多くは、恩師や周囲の指
導者に声を掛けられ、励まされ、背中を押されて取り組
み始めたケースです。ぜひ周囲の指導者の皆さんのご協
力をお願いします。
 　また、今後の課題として、ライセンスの失効・退会を
減らしていくことも大きなテーマです。失効・退会が多
いことは女性に限ったことではありませんが、ぜひ指導
を長く続けてもらえるように、出産・育児などで一時的
に離れてもまた再開してもらえるように、制度の整備や
充実を図っていきます。

●　今後に向けて

▶  女性監督・コーチ
JFAナショナルコーチングスタッフ

WEリーグ 2024/25シーズン監督

なでしこリーグ 2024シーズン監督

Fリーグディビジョン１監督・コーチ

日本女子フットサルリーグ監督・コーチ

JFAコーチ女子担当

▶  2025年度 女性チューター数

Aライセンスジェネラルチューター

Bライセンスチューター

CDライセンスチューター

全体総数：人
女性 女性比率全登録

19

181

613

2

3

49

10.5%

1.6%

8.0%

3

2

6

1

10

10

　上位ライセンスへのチャレンジを促すべく、2016年
から女性指導者スキルアップ研修会を実施しています。
 　特に上位ライセンスにチャレンジするためのトライア
ル指導実践に自信を持って臨めることを目指し、指導実
践を中心に研修しています。

●　上位ライセンスに向けたスキルアップ研修

　エリートレベルの若い女性指導者養成を目的として、
FIFA の the Elite Performance: Coach Mentorship 
Programmeに、メンターとして参加しています（２回目）。

高倉麻子

※ 2025年12月現在

▶  女子学連指導者ライセンス取得者数
D級ライセンス
C級ライセンス

KG-C級ライセンス
フィジカルC級ライセンス

2024年度指導者講習会参加者

7

87

0

1

19

▶  女子学連出身選手数
WEリーグ 112

なでしこリーグ

※ 2025年 9月 9日調べ
（特別指定選手及び内定者も含む）

165 ※ 2025年 8月 8日調べ1731 部 2部

▶  47FAにおける女子ユースダイレクター

北海道 FA・静岡 FA 2FA/47FA（4.3%）
※ 2025年12月現在

※ 2025年 4月現在

田代久美子
ミャンマー U-17女子代表監督
(2025年7月～ )

金野結子
タイ代表アシスタントコーチ
(2025年1月～2025年８月 )

北海道FAでは、道内5ブロックにそれぞれユースダイレクターが配置されてい
ます。
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障がい者サッカーでの女子日本代表活動

　障がい者サッカー各種目において、女子日本代表が国
際大会・試合で活躍しています。また、国内でも様々な
普及活動が行われています。

▶  国際大会の実績

エキシビションマッチ
6月1日
日本（神奈川県）

●　知的障がい者サッカー女子日本代表

敗戦 ●0-5 大和シルフィードアカデミー

さいたま市ノーマライゼーションカップ
2025（親善大会）

2月15日
日本（埼玉県）

●　ブラインドサッカー®女子日本代表

勝利 ◯ 5-0 インド

IBSAブラインドサッカーワールドグラン
プリ 2025 in うめきた

5月19日～24日
日本（大阪府） 優勝

決勝：　◯ 0-0(PK1-0) アルゼンチン
準決勝：◯ 2-0 オーストラリア
予選：　● 0-1 アルゼンチン
　　　　△ 0-0 オーストラリア
　　　　◯ 1-0 イングランド

IBSA ブラインドサッカー女子世界選手権 
2025

10月2日～12日
インド 3位

3位決定戦：◯ 0-0(PK2-1) ブラジル
準決勝：● 0-0(PK0-1) イングランド
予選リーグ（グループB)：
　　　　◯ 1-0 トルコ
　　　　◯ 5-0 カナダ
　　　　● 0-1 アルゼンチン

東京2025デフリンピック 11月15日～26日
日本（福島県）

●　デフサッカー女子日本代表

準優勝

決勝：　● 0-4 アメリカ
予選（総当たり）：
　　　　● 0-5 アメリカ
　　　　◯ 6-0 イギリス
　　　　◯ 3-0 ケニア（不戦勝）
　　　　◯ 3-1 オーストラリア

●　デフフットサル女子日本代表

スペイン遠征（地元クラブチームとのト
レーニングマッチ）

1月20日～29日
スペイン 0勝1分2敗

デフフットサルワールドカップ2025 6月14日～27日
イタリア 7位

順位決定戦（5～8位）：
　　　　● 1-3 イングランド
　　　　◯ 5-1 スウェーデン
準々決勝：
　　　　● 1-2 ブラジル
予選リーグ＜グループC 1位＞：
　　　　◯ 4-3 ポーランド
　　　　◯ 7-0 ドイツ
　　　　◯ 5-2 ハンガリー

　トップカテゴリーの女性審判員は、WEリーグやなで
しこリーグを中心に試合を担当しています。
　また、Jリーグでは山下良美主審、坊薗真琴副審、日
本フットボールリーグ（JFL）では一木千広副審が試合
を担当しました。
　現在、サッカー国際審判員（女子）は、主審4名、副
審4名、フットサル3名が登録されています。

●　活躍する女性審判員

[  FIFA Women’s Futsal World Cup ]

　斎藤香菜、山本真理の2名が、以下のグループリーグで
試合を担当しました。
　アルゼンチン vs ポーランド：
　　第2審判 山本／第3審判 斎藤
　スペイン vs コロンビア：
　　主審 斎藤
　カナダ vs スペイン：
　　タイムキーパー 山本
　パナマ vs ブラジル：
　　主審 斎藤／第2審判 山本

[ AFC Champions League Two 2025/26 ]

　山下良美主審、坊薗真琴副審、一木千広副審がトリオと
して、以下の試合を担当しました。
Nam Dinh FC（ベトナム） vs Ratchaburi FC（タイ）

[ OFC U-19 Women’s Championship 2025 ]

　杉野杏紗

[ 全日本大学女子サッカー連盟（女子学連）との協働  ]

　女子学連との協働企画として、「審判員スキルアップ
研修会」を開催しました。
　女子学連より加盟大学の女子サッカー部へ募集を行
い、本研修会に関心を持つ審判資格保有者17名が参加
しました。
　研修期間中は、参加者全員が大学女子連盟主催の地域
対抗戦で審判を担当し、JFAより派遣された審判インス
トラクターによる指導を受けました。
　本研修会の目的である「サッカーへの関わり方は、選
手や指導者だけでなく、審判員という選択肢もあること
を知ってもらうこと」「生涯にわたりサッカーを楽しめ
る仲間の拡大」については、一定の成果を得ることがで
きました。
　今後も連盟と協力しながら、サッカーに関わる人材の
育成に取り組んでいきます。

▶  女子学連審判登録者数
2 級 ３級 ４級4 人 226 人 1,092

[ 2 級審判員の登用  ]

　全国大会に各地域から推薦された2級の女子審判員を
登用し、活躍の場を提供するとともに、JFAより派遣さ
れた 1級審判インストラクターの指導を通じて育成を
行っています。
　一定の評価を受けた審判員には、さらなる活躍の機会
を提供し、競技力向上と強化を図っています。
　2025シーズンは、9名の審判員が年間を通してなで
しこリーグ（2部）において主審を担当しました。

人

※このほか、AFC主催の各種大会に多くのアポイントが
されました。

©Haruo.Wanibe/JDFA東京2025デフリンピック

大学生の審判員
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原則２　機会の均等、インクルージョン、差別の撤廃

　WEリーグでは、審判員やスタッフ、また意思決定者
の女性登用を推進するだけでなく、試合に関するあらゆ
る場所での女性の配置を推進しています。実況や解説、
中継のディレクター、 カメラマンなど、これまで女性が
あまり関わることの少なかったポジションで、女性が活
躍しています。
　2025/26シーズンの試合中継では、2024/25シーズ
ンまで現役選手として活躍していた方々も解説を担当。
競技引退後の新たなキャリアの可能性も広がっています。

あらゆる場面での女性の活躍

日本アンプティサッカー協会

女性を対象とした体験会・練習会の開催

2月8日
広島県 AMPUTEE FOOTBALL Challenge Camp 2024

7月26日～27日
広島県 AMPUTEE FOOTBALL Challenge Camp 2025

10月11日～13日
静岡県

AMPUTEE FOOTBALL Youth&Ladies Next 
Generation Camp

12月21日
千葉県 AMPUTEE FOOTBALL Challenge Camp 2025

▶  国内普及活動

日本CPサッカー協会 10月4日～5日
岐阜県

全日本CPサッカー選手権に女子単独でのチームとし
て初めて「ESPERANZAなでしこ」が出場

日本ソーシャルフットボール協会 12月21日
千葉県（夢フィールド）

日本知的障がい者サッカー連盟
1月26日
静岡県

もうひとつの高校選手権大会同時開催の高等部女子
サッカークリニック

2024/25シーズンまでノジマステラ神奈川相模原でプレーして
いた南野亜里沙さん（写真：本人提供）

女子選手のためのソーシャルフットボール（フットサル）
クリニック「第1回 JSFA GIRL’S FESTIVAL」を開催

©JDFA

©JDFA

©UCHIDA Kazutoshi

©UCHIDA Kazutoshi

©日本ブラインドサッカー協会

©日本ブラインドサッカー協会

大和シルフィードアカデミーとのエキシビションマッチ IBSA ブラインドサッカー女子世界選手権2025 デフフットサルワールドカップ2025

　日本女子代表は、FIFAワールドカップ３カテゴリー
すべてを制した最初の国（現在２国）であり、そのすべ
てでフェアプレー賞お同時に受賞し、勝つこととフェア
に戦うことはトレードオフの関係にあるものではなく両
立するものであることを証明しています。リスペクトあ
ふれる姿勢で、各大会で愛され応援される存在となって
います。代表チームに象徴されるように、リスペクト・
フェアプレーは、世界から一目置かれる日本サッカーの
重要な価値であり、守り抜いていきたいものです。
　2025年 9月の JFA リスペクト・フェアプレーデイズ

においては、各リーグでリスペクト宣言、リスペクトバ
ナー掲出、場内アナウンス、チームの公式Web サイト
やSNS での活動の発信を行いました。また2022年より、
女子の育成年代の大会（JFA U -18女子サッカーファイ
ナルズ、JFA 全日本U -18/U -15女子サッカー選手権
大会）において、リスペクト・フェアプレーを共有すべく、
キャプテンミーティングの開催、リスペクト宣言ボード
の作成、キャプテンのスピーチなど、リスペクトセレモ
ニーを実施しています。

JFA公式Webサイト

3

ウェルフェアオフィサー制度

　ウェルフェアオフィサー制度はサッカー全体に関わる
ものですが、特に、女子サッカーに関わる各リーグ・連
盟で、リスペクト、セーフガーディングにより積極的に
取り組んでいくべく検討しています。リスペクトとフェ
アプレーの精神あふれる環境を醸成し、好ましくない行
動や状況においても、気づきを伝え合うことで、"ウェ
ルフェア "環境が守られることを実践しています。
　JFA コーチ女子担当は、2021年の研修会でウェルフェ
アオフィサージェネラル養成講習会を受講し、2023
年に新規養成・更新をしました。なでしこリーグは、

2023年度より全チームにクラブ・ウェルフェアオフィ
サーの設置を義務付けました。全日本大学女子サッカー
連盟では、全日本大学女子サッカー選手権大会（インカ
レ）において、学生によるマッチ・ウェルフェアオフィ
サーを施行しました。

リスペクト・フェアプレー
https://www.jfa.jp/respect/

リスペクト・フェアプレー

▶  WEリーグでの実施事項
リスペクト・フェアプレーの宣言実施

リスペクトフラッグの掲揚

場内放送でのアナウンス

● 2025/26 SOMPO WEリーグ 第 5節（9/6）の６
試合にて実施
● 両クラブキャプテン（代表者）による、リスペクト・フェ
アプレー宣言

● リスペクト・フェアプレーデイズに関わらず、各ホー
ムクラブにてリーグ旗やクラブ旗と一緒に毎試合掲揚

● ９月中に開催されるホームゲーム全試合での実施
ⒸWE LEAGUE

ⒸWE LEAGUE

https://www.jfa.jp/respect/
https://www.jfa.jp/respect/
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FIFAの女子健康・ウェルビーイング・パフォーマンスプロジェクト

　さまざまな分野の研究や開発において、女性のデータが
存在せず、それはサッカーのパフォーマンスについても同
様です。長きにわたり、女性のトレーニングは男性の縮小
版として実施されてきました。そこでFIFAの女子サッカー
部門は、女性アスリートの心身の特徴、ゲームの特徴を明
らかにし、女性アスリートを女性として準備・トレーニン
グして健康を守ることを進めていくべく、プロジェクトを
組んで発信に至りました。今後、さらに研究が進んでいき
ますので、日本でもこの情報を広げ、みんながアクセスで
き活用できるようにしていきます。

FIFA公式Webサイト

https://www.fifa.com/womens-football/
fifa-female-health-project-snapshot

JFA公式Webサイト

https://www.jfa.jp/women/FIFA_Female_Health_Project/

　JFA.JP上でも『スナップショット』日本語訳と共に展
開しています。

　出産後も復帰を目指す審判員もおり、審判員の選択肢
も広がっています。
　宿泊を伴う研修会では、お子さんを連れて参加する
ケースや、試合会場へお子さんを連れて行くケースもあ
ります。より活動しやすい環境整備のために、関係する
機関やリーグと共に、今後はさらに踏み込んだサポート
を実現していくことが課題です。

●　出産・育児を経た復帰
　これまでは休止解除後のみサポート対象としていましたが、
安心して出産・復帰準備ができるよう、制度を見直しました。
　出産後も活動継続を希望する審判員が増えていること
を踏まえ、休止期間中であっても、JFA専属トレーナー
からトレーニングのアドバイスを受けることができるよ
うになりました。また、オンラインを利用した研修会の
映像共有を通じて、フィジカル面・テクニカル面の両面
でサポートを行っています。これにより、復帰後もスムー
ズに活動へ移行できる体制を整えています。
※休止をしている場合、休止解除をしてからサポートが受けられる

●　復帰に向けた休止期間中のサポート

女性審判員の産前・産後サポート

現役選手の産前・産後サポート

JFA の指導の下、国立スポーツ科学センター（JISS）
スタッフによる妊娠期・産後期のサポートに関する包括
的な支援体制が整備されています。所属チームや地域の
専門家（チームドクター、トレーナー、近隣大学等）が
対象選手を支援する際に活用できる制度です。
所属チーム、JFA、JISS のスタッフが選手の抱える課
題に合わせてサポート体制を検討する仕組みが構築され、
妊娠・出産を経た選手の競技復帰を支えるための基盤と
して活用できるよう整えられています。

● メディカルチェック
　スポーツドクター ( 内科、整形外科、婦人科 ) による
診療や理学療法士による機能評価を実施できる体制が整

　WEリーグの継続的な発展のための安心・安全な環境の構築を目指して、リーグ・クラブに関わるすべての人が専門
の弁護士に相談できるハラスメント・コンプライアンス相談窓口を設置。

「WEリーグなんでも相談窓口」の設置

　WEリーグ参入基準には「授乳室および託児施設を設置す
ること」という項目があります。
そのためWEリーグの試合開催日にはスタジアム内に託児施
設が設けられています。
　ファン・サポーターの皆様に安心してお子様を託児施設に
お預けいただいたり、一緒に観戦できるという気持ちで試合
会場に足を運んでいただくことや産後復帰した選手、クラブ
関係者、運営スタッフなど、WEリーグに関わる全ての方の
利用を考え設置されています。
2024/25 シーズンではリーグ戦、カップ戦合わせて118 名
が利用。
　2024-25 WEリーグクラシエカップの準決勝、決勝では、
多くの方にご利用いただき「WEリーグの試合には託児施設
がある」ということが少しずつですが浸透してきています。

託児施設の設置

WEリーグ公式Webサイト
2025/26 SOMPO WEリーグ 前半戦 各クラブ
における託児施設の運用について
https://weleague.jp/news/1664/

ⒸWE LEAGUE

O-30・O-40大会での選手のお子さんのベンチ入り
　2024 年 3月の JFA 第 35 回全日本O-30 女子サッ
カー大会、JFA 第 35 回 O-40 女子サッカーオープン
大会から、当該チームによりマッチコーディネーショ
ンミーティングで共有いただき、チームが責任をもっ
て危険がないように管理するといった条件で、子ども
たちがベンチ周辺にいることを可能にしました。

　この取り組みは、徐々に地域にも広がっており、
2025年度の予選大会では、九州等でも取り入れられま
した。

お子さんを連れての審判員研修会参加
　宿泊を伴う研修会では、お子さんを連れて参加する
ケースや、試合会場へ同行するケースもあります。
　希望する審判員に対しては、JFAが交通費を負担し、
研修会場への同行を可能としました。

また、研修会期間中は JFAが契約している企業からベ
ビーシッターを派遣し、無料で利用できる環境を整え
ています。

えられています。

● トレーニングサポート
　妊娠経過や出産状況に応じたトレーニングプログラム
を提供できる設備が用意されています。

● 栄養サポート
　妊娠期・授乳期の栄養管理や競技復帰に向けた食環境整
備について相談できる体制が整備されています。

● 心理サポート
　対象選手の心身状態を把握し、必要に応じた心理支援や
カウンセリングを提供する仕組みが設けられています。

FIFA Female Health Project Snapshot

FIFA 女性の健康プロジェクト

https://inside.fifa.com/womens-football/fifa-female-health-project-snapshot
https://inside.fifa.com/womens-football/fifa-female-health-project-snapshot
https://inside.fifa.com/womens-football/fifa-female-health-project-snapshot
https://www.jfa.jp/women/FIFA_Female_Health_Project/
https://www.jfa.jp/women/FIFA_Female_Health_Project/
https://inside.fifa.com/womens-football/fifa-female-health-project-snapshot
https://www.jfa.jp/women/FIFA_Female_Health_Project/
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▶  プログラム内容

▶  プログラム受講者

プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成

プログラムの柱  :   １ 女性とジェンダー理解　２ マインド変革　3 経営リテラシー獲得

自組織の風土改革・自組織（男性）リーダーのコミットメント

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
・
対
話

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
最
終
発
表

Eラーニング・課題図書 講義

メンター制度

縦・横のネットワーキング

経営基礎 マインド変革

スポーツ業界特有の知識

女性とジェンダー

・ガバナンス
・財務
・人事
・マーケティング 等

・リーダーシップ
・セルフマネジメント 等

・スポーツ団体のガバナンス
・コンプライアンス　等

・組織における女性リーダーの存在意義
・男性型組織の特徴・女性が組織で陥る罠、障壁 等

１
期
生

２
期
生

３
期
生

４
期
生

５
期
生

※所属・肩書は受講時点のもの

６
期
生

鷲津裕美
渡辺典子
宮﨑美由紀
加藤久美子
穴吹侑子
小林美由紀

山本亜里奈公益財団法人北海道サッカー協会　副会長
公益財団法人埼玉県サッカー協会　副会長
一般社団法人佐賀県サッカー協会　副会長
長野パルセイロレディース　女子サッカー準備室
ジェフユナイテッド市原・千葉レディース　係長
公益財団法人日本サッカー協会　女子委員
ジェフユナイテッド市原・千葉レディース　マネージャー
公益社団法人日本女子プロサッカーリーグ　理事

アルビレックス新潟レディース

伊賀くノ一 FC　事務局長

大和シルフィード　トップチームGKコーチ

日本女子フットサルリーグ　理事

公益社団法人日本女子プロサッカーリーグ　事務局長

公益財団法人日本サッカー協会　理事 /女子副委員長

トップチーム兼アカデミー
担当マネージャー

初矢千秋
小野寺志保
巽由香利
江川純子
手塚貴子

岸田直美 一般社団法人兵庫県サッカー協会　副会長
ASハリマアルビオン　代表取締役社長

片貝仁子
井上有希江
三上尚子
撰朋恵
柳田美幸

公益社団法人富山県サッカー協会　副会長

公益財団法人愛知県サッカー協会　理事 /女子委員長

ジェフユナイテッド市原・千葉レディース　GM

サンフレッチェ広島レジーナ　強化担当

三菱重工浦和レッズレディース

小室瑞紀
北本綾子
田中麗美
橋本紀代子
江崎亜希子
漆間亜美香

ノジマステラ神奈川相模原　広報・WEリーグ理念推進担当

オルカ鴨川 FC　GM

横浜 FCニッパツシーガルズ　パートナーセールスグループ次長

大和シルフィード　フロント

一般社団法人日本クラブユースサッカー連盟　事務局

公益社団法人日本女子プロサッカーリーグ　管理部部長

大岩真由美
神一世子
井手祥子
山岸佐知子
高橋薫
近藤絵梨佳

公益財団法人北海道サッカー協会　理事

一般社団法人神奈川県サッカー協会　理事

公益財団法人広島県サッカー協会

公益財団法人日本サッカー協会　理事

ジェフユナイテッド株式会社　次長

サンフレッチェ広島レジーナ

船越裕美
清水万理
伊藤由佳
小亀多佳
風間理佐
安奈希沙

株式会社湘南ベルマーレ

一般社団法人セレッソ大阪スポーツクラブ

株式会社セレッソ大阪

公益社団法人日本プロサッカーリーグ

一般社団法人日本女子サッカーリーグ
一般社団法人フットサルクラブ SAICOLO
（さいたま SAICOLO）　理事

高砂佳世
マキナリー浩子
三好公子
中西朋子
橋本美湖
山郷のぞみ
山本早

一般社団法人兵庫県サッカー協会　副会長

一般社団法人長野県サッカー協会　副会長

一般社団法人愛媛県サッカー協会　副会長

一般社団法人和歌山県サッカー協会　副会長

公益財団法人北海道サッカー協会　理事 /女子副委員長

ちふれASエルフェン埼玉

浦和レッドダイヤモンズ株式会社

土井恵
浅野住江
斉藤織恵
柴田若菜
井尻真理子
西村明子
山田博子

株式会社セレッソ大阪　専任部長

株式会社マイナビフットボールクラブ　主任

ニッパツ横浜 FCシーガルズ　GM

一般社団法人日本女子サッカーリーグ　事務局長

株式会社ヴァンフォーレ山梨スポーツクラブ　営業副部長

公益社団法人日本女子プロサッカーリーグ　部長

一般社団法人全日本女子野球連盟　会長

中村千浩
川原幸子
木下温子
太田明李
石﨑民枝
佐々木初枝

公益社団法人栃木県サッカー協会　副会長

一般社団法人長野県サッカー協会　女子副委員長

公益社団法人福岡県サッカー協会　女子委員長

公益財団法人愛知県サッカー協会　女子委員

一般社団法人札幌地区サッカー協会　副会長

RB大宮株式会社

富田真凜
種田佳織
鈴木優子
大野緩奈
杉江恵

株式会社マイナビフットボールクラブ　主任

株式会社スペランツァ大阪　強化育成統括兼アカデミーダイレクター

東京フットボールクラブ株式会社　経営管理本部本部長

アビスパ福岡株式会社　主任

公益社団法人日本女子プロサッカーリーグ　マネージャー

中川綾子
岡島幸子
兼松啓子
風戸南陽子
半田悦子
座間奈美
佐藤夏美

公益財団法人北海道サッカー協会　理事・女子委員長

富山県サッカー協会　理事・インクルーシブ委員長

公益財団法人愛知県サッカー協会　副会長

一般社団法人熊本県サッカー協会　理事・広報委員長

一般社団法人静岡県サッカー協会　理事

INAC神戸

FUKUSHIMA WWW.　代表

筏井りさ
平川由美
深野悦子
岩崎鼎
伊藤リナ
田村知佳

バ ルド ラール浦安　選手

JFAコーチ

公益社団法人日本プロサッカーリーグ　育成部

公益社団法人日本女子プロサッカーリーグ　経営企画部リーダー

公益財団法人日本オリンピック委員会

横浜隼人高等学校　女子硬式野球部

教育と研修
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JFA/WEリーグ女性リーダーシッププログラム（JWLP）

　JFA とWEリーグは、2020 年に「サッカー界・ス
ポーツ界を牽引する女性役員・経営層の育成」を目的に、
本プログラムを開設しました。
　2025年 6月～ 10月には第 6期を開催し 13人が修
了、開講から 6年間でこれまで 74人の修了生を輩出し
ました。開設当初から掲げている本プログラムの柱は
「女性とジェンダー理解」「マインド改革」「経営リテラ
シーの獲得」の 3点です。さまざまな領域で活躍され
る講師をお招きし、これまで女性が社会の中で置かれ
てきた立場や役割の歴史をひも解きながら、その結果、
女性が抱えやすいと言われている心理的な障壁や内面
的な特徴に自ら向き合い、それを乗り越えていく方法
を仲間と共に学びます。そして、経営層として必要な
実務スキルに加え、サッカーやスポーツの価値を今一
度みんなで考え、最終課題の発表につなげています。 
今年は、第 4 期生で今年長野 FA の会長となった
マキナリー浩子さんからもお話をいただきました。 
　受講生の所属は、47都道府県サッカー協会（FA）、J
リーグ、WEリーグ、W E リーグクラブ、クラブ代表、
JFA コーチ、フットサル選手、JOC、他競技など多岐
にわたり、男子サッカー、女子サッカー、フットサル、
障がい者サッカー、他競技など様々な垣根を超えたメ
ンバーが共に学んでいるのも、本プログラムの大きな
特徴です。ここで得たネットワークをそれぞれの業務・
事業に生かし、新しい日本サッカーの未来を生み出す
ことを期待しています。
　全体、あるいは各期毎の交流が続き、様々な情報が
共有されています。研修会へのOGの参加もありまし
た。大変心強いグループに育ってきています。
　第６期は、前期に引き続き FIFAの女子サッカー発展
プログラムの一環として実施し、FIFAからの支援と特
別レクチャーがありました。世界でも女性リーダーの育

● 　第6期を開催

JFA公式Webサイト

https://www.jfa.jp/social_action_programme/womens_
empowerment/

[ 目的 ]
サッカー界・スポーツ界を牽引する女性役員 / 経営人材
を育成する。

[ 主催 ]
JFA、WEリーグ

[ 受講資格 ]
次の事項のいずれかを満たし、今後組織での経営人材
を志す女性。
 ・9地域 /47都道府県サッカー協会において、副会長
   以上の役職に就く者、またその候補者
 ・WEリーグクラブの経営人材候補者
 ・その他、サッカー・スポーツ関連団体における経営
　人材候補者

[ 研修内容 ]
 ・1 カ月ごとに週末の集合研修として、４回のモジュー
   ルを実施
 ・間の学習
 ・アウトプット：個人課題・グループ課題の発表
 ・シンポジウム
 ・プログラム終了後のフォローアップ

●　全体概要

サッカー界での女性活躍推進

成は重要課題の一つです。意思決定層に、女性を含めた
さまざまな背景を持った人が参画することは、日本サッ
カーの成長にとって欠かせません。JFAとWEリーグは、
引き続き女性リーダーの育成に取り組んでいきます。

https://www.jfa.jp/social_action_programme/womens_empowerment/
https://www.jfa.jp/social_action_programme/womens_empowerment/
https://www.jfa.jp/social_action_programme/womens_empowerment/
https://www.jfa.jp/social_action_programme/womens_empowerment/
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▶  講習内容一覧

第
６
期

▶  JFA/WEリーグ女性リーダーシッププログラム受講者の所属内訳（人）

47FA

WEリーグクラブ

なでしこリーグクラブ

Jリーグクラブ

日本女子フットサルリーグクラブ

リーグ・連盟

他競技・統括団体

JFA

そのほか

3

2

0

0

0

3

1

0

3
北海道、埼玉、
佐賀

第1期

4

3

0

0

2

0

0

0

3
富山、愛知、
兵庫

第2期

2

1

2

1

2

0

1

0

3
北海道、神奈川、

広島

第3期

4

1

1

0

2

1

0

0

5
兵庫、長野、
愛知、和歌山、
北海道

第4期

2

1

2

0

1

0

0

0

5
栃木、長野、
福岡、愛知、
札幌

第5期

1

0

0

1

2

2

1

1

5
北海道、富山、
愛知、熊本、
静岡

第6期　サッカーとの関わり　-ロアッソ熊本の誕生 -
　もともとソフトボールをやっていたのでスポーツは好
きでしたが、大学時代に東京六大学野球のウグイス嬢を
務めたこともあり、その頃は完全に「野球寄り」でした。
Jリーグ元年の1993年、テレビ熊本で働いていて、中
継スタッフとして横浜フリューゲルス対清水エスパルス
の試合を担当しました。その頃は仕事として関わってい
るだけで、プライベートでスタジアムに足を運ぶことは
ありませんでした。
　転機は 2004 年。熊本に J リーグチームを作ろうとい
う機運が高まり、翌年ロアッソ（当時はロッソ）熊本が
誕生しました。取材を通じてその熱気に触れ、面白さを
感じるようになり、取材としてだけではなく、サポーター
としてもチームを追いかけるようになりました。まさに
「はまった」という感じです。

　熊本県サッカー協会広報委員長・理事への就任
　熊本地震のとき、サッカー界から多くの支援をいただ
き、代表選手や監督が被災地を訪れ、サッカーを通じて
元気を届ける姿を取材しました。JFA が復興支援として
女子の大会「チャレンジカップ」を熊本で開催した際に
はアナウンスを担当しました。それが2017年。その後
もパブリックビューイングなどで協会と関わる機会が増
え、2022年に熊本県サッカー協会の広報委員長、そし
て理事にと声をかけていただきました。
　当初は、理事会の仕組みも協会の組織もよく分かって
おらず、広報委員長としても何をしたらよいかも分から
ない状態でした。正直に言うと、事務局の方々が実際に
手を動かしていただいて、委員長としては方針を決める
など、そういったことを行うのかなと想像していたので
すが、実際には予算立てやスケジュール調整まで自分で
やっていくことに戸惑いはありました。ただ、熊本県に
は女性理事が6名だったので心強く思っていました。

　女性リーダーシッププログラムで得た気づき
　女性リーダーシッププログラム参加の打診をいただい
た際は「私なんかが行っていいのかな」と思っていまし
た。でも、受けてみて本当に良かったです。今回、私と
同じく地域のサッカー協会の方やサッカー界のレジェン
ドと呼ばれる方も参加されていたのですが、レジェンド
の方々も、長らくサッカーに関わり続けていらっしゃる
方々も、最初から完璧だったわけではなく、分からない
ながらも、苦しいときにも種を蒔き続けてきたというお
話をきき、自信がないからやらない、というのは理由で
はないんだな、と感じました。女性理事として、広報委
員長として、まず動いてみて、振り返ってみたら種まき
だったんだ、と思えればよいのかもしれません。幸いにも、
熊本 FA には松下事務局長をはじめ後押しいただける方
も多く、自分のアナウンサーという背景を活かしてでき
ることをやっていこうと積極的な姿勢に変わりました。
　このプログラムを受けて、「女性」という視点で多く
の気づきを得ました。例えば、熊本FAの広報誌には女
性の記事がほとんどありませんでした。今では、女子チー
ムや女性委員の活動を積極的に取り上げるようになって
います。また、メンター制度で福岡FAの木下さんとお
話をする機会があったことで、他のFAの女性理事の方
との接点を持つことで更に活動のヒントを得られること
にも気づきました。
　今、北海道 FA からプログラムに参加されていた中川さ
んから見せていただいた「女の子のためのサッカーガイ
ド」熊本版を作っています（取材後完成、関連記事p.52）。
1 月のサッカーフェスタでは、元なでしこジャパンの 島
彩さんと丸山桂里奈さんにお越しいただきました。去年
は登壇者が全員男性だったので、今年は必ず女性を入れ
ようと思っていました。今後は九州の女性理事同士でつ
ながる場も作っていきたいです。オンラインでもいいの
で、集まって話すだけでも何かが生まれるでしょう。将
来的には行政と一緒に、男女共同参画をテーマにしたイ
ベントも実施できたらという気持ちも湧いてきました。
　私のように、サッカー界以外の人でも関わりたい人は
多くいらっしゃると思います。サッカー界だけでなく、
地域の人も巻き込みながら、楽しくつながりを広げてい
きたいです。

風戸 南陽子 さん

JFA/WEリーグ女性リーダーシッププログラム　第6期 受講生 INTERVIEW

一般社団法人熊本県サッカー協会
理事・広報委員長

AM 午後

第
１
モ
ジ
ュ
ー
ル

6/7（土）
夢フィールド 

9:00-10:00　開講ガイダンス
10:30-12:00 受講生自己紹介 /フォトセッ
ション

13:00-14:30 講義①女子サッカーのこれまでとこれ
から（今井純子）
15:00-16:00 映像：映像の世紀（RBG）
16:30-17:30 懇親ウォーキングフットボール

6/8（日）
夢フィールド 

9:00-9:45 　 前日のフィードバック
10:00-11:30 講義②「ジェンダーを理解す
る（前半）」（山口理恵子）

13:00-14:30 基調講演①「リーダーシップ」（山口香）
14:30-15:30 基調講演②「スポーツ界の女性が直面
する課題とは」（イラン人指導者 アーザム）

第
２
モ
ジ
ュ
ー
ル

7/12（土）
JFAハウス

9:00-9:45 　 第1モジュールフィードバック
10:00-12:00 講義③「ジェンダーを理解す
る（後半）」（山口理恵子）

13:00-14:30 講義④「人生に『私らしい』選択を」（大
滝亜未）
15:00-16:30 講義⑤「自立した自律女性リーダーに
なる」（マキナリー浩子）

7/13（日）
JFAハウス

9:00-9:45 　 前日のフィードバック
10:00-12:00 講義⑥「スポーツビジネスか
ら考える理念を軸にした経営」（高田春奈）

13:00-15:00 講義⑦「ハラスメントケーススタディ」
（小林美由紀・山口理恵子）

第
３
モ
ジ
ュ
ー
ル

8/23（土）
JFAハウス

9:00-9:45　  第2モジュールフィードバック
10:00-11:30 講義⑧「ガバナンス・コンプ
ライアンス」

13:00-15:00 講義⑨「アサーティブコミュニケー
ション」（小柳茂子）

8/24（日）
JFAハウス

9:00-9:45 　 前日のフィードバック
10:00‒11:30 基調講演③「女子サッカーの
あゆみ」（岡島喜久子）

13:00-15:00 講義⑩「WEリーグパートナーシップ
の価値」（SOMPOホールディングス株式会社 田中翔）

第
４
モ
ジ
ュ
ー
ル

10/18（土）
JFAハウス

10:00-12:00 課題発表（個人） 13:00-15:00 課題発表（個人）

10/19（日）
JFAハウス

9:00-12:00   課題発表（グループ） 13:00-15:00 シンポジウム
シンポジスト：
　髙田春奈
　伊藤リナ
　河野 雅道  神奈川県サッカー協会 会長
　七森 有貴   クラシエ株式会社
ファシリテーター：山口理恵子
15:00‒16:00 修了式

第２モジュールに、JFAアカデミー福島に研修にきていたイラ
ンの女性指導者、アーザム・シロウイさんが参加。自国での女
子サッカー、女性指導者の直面している状況に関して共有があ
り、受講生にとっても大きな刺激となりました。写真はすべて本人提供
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●　ウィメンズリーグスフォーラム 
　 （WOMEN’S LEAGUES FORUM）
世界の女子サッカーの発展のために、世界の主な女子トッ

プリーグが連携し 2023 年 11 月に設立されたウィメンズ

リーグスフォーラム。2025 年 1月にマドリッドで年次理

事会が開催され、イングランドのWomen’s Super League

（WSL）のCEO、Nikki Doucet が共同チェアに、WEリー

グからは理事である大滝麻未が理事に就任しました。

　設立の目的は、女子リーグが協働することにより、好事例

の共有、女子サッカーの商業的価値の向上、また、女子のプ

ロフェッショナルリーグとして、世界の女子サッカーの環境

改善に貢献するために、意見をまとめていくことです。WE

リーグのように協会から独立している女子リーグは世界でも

まだ数が少ないのですが、ここ数年の女子サッカーの隆盛は

飛ぶ鳥の勢いです。アメリカの女子プロリーグであるNWSL

は 2023 年に年間 6000 万ドル（約 93億円）の放映権契

約を締結、WSL も年間 1300 万ポンド（約 26億円）の放

映権契約を締結しました。また、ドイツ女子ブンデスリーガ

の14クラブは、プロ化に向けて独自の新団体を設立するこ

とを決定しました。WEリーグも世界の女子トップサッカー

リーグの先駆けとして、各国と連携を取り、情報を共有し、

日本の女子サッカーの発展につなげていきます。

●　World Football Summit
WEリーグは、世界最大級のサッカービジネスカンファレ

ンス「World Football Summit（WFS）」において、女子サッ

カーの発展に寄与した団体として「Female Leader Award 

for Leading Women in Sport」を受賞しました。WFSは

世界 60か国の関係者が参加し、サッカーを通じた社会変革

を議論する国際的な場で、同賞はフットボール産業に革新を

もたらした個人や団体に贈られるものです。アジアの団体と

しての受賞はWEリーグが初となります。表彰式には理事の

大滝麻未が登壇し、リーグ理念を体現する「WE ACTION」

やクラブ・パートナー企業との連携による社会的取り組み、

入場者数増加といった成果に触れながら、女子サッカーの未

来を切り開く決意を語りました。

WEリーグ公式Webサイト
World Football Summit にて「Female Leader 
Award for Leading Women in Sport」を受賞
https://weleague.jp/news/1706/

WEリーグ公式Webサイト
「 Female Leader Award for Leading Women in 
Sport」受賞の喜びを理事大滝麻未が語る
https://weleague.jp/news/1709/

●　海外女子サッカーリーグビジネス調査・分析
レポートを公開
WEリーグでは、欧米の女子サッカーリーグの歴史・現

状等をベンチマークし、好事例をWEリーグの戦略や施策

に取り入れながら、今後のWEリーグ全体の成長・発展

につなげることを目的とし、2025 年 6月に海外女子サッ

カーリーグビジネス調査・分析レポートを公開しました。

National Women‘s Soccer League( アメリカ )、Barclays 

Women’s Super League( イングランド )、Liga F( スペイ

ン )、Google Pixel Frauen-Bundesliga( ドイツ )の 4リー

グを対象とし、リーグ構造や入場者数、収入スキーム、成長

戦略などについてまとめています。WEリーグではさらなる

発展のため、継続的に海外リーグのベンチマークを行ってい

きます。

WEリーグ公式Webサイト
調査・分析レポート
https://weleague.jp/pdf/about/
management/20250625/250625_05.pdf

●　JFAフットボールカンファレンスで
　　ジェイン・ラドロー氏がプレゼンテーション
　2025年 1月に熊本で行われた JFAフットボールカンファ

レンスでは、ジェイン・ラドロー氏による「学びの旅」と題

されたプレゼンテーションが行われました。長くアーセナル

FCおよびウェールズ代表のキャプテンとして活躍した後、指

導者への道にシフトし、ダイレクター、メディカル、マネジ

メントなど様々な役割を情熱と好奇心を持って担い、新しい

学びや人の学びを支援する自身の情熱に気づき、現在の道を

進んできた経験が語られ、FIFAやUEFAの促進の取り組みや、

進化し成長し続ける女子サッカーの展望も伝えられました。

●　JFA/AFC女性プロライセンスコースで
　　FIFAエキスパートのスーザン・ロナン氏が講義
JFA/AFC女性プロライセンスコースは、FIFAのサポート

を受けてスーザン・ロナン氏（アイルランド）を講師として

迎え、女子サッカーのトップレベルのトレンド、ヨーロッパで

の発展の様相についてプレゼンテーションされました。女性の

サッカー参加が禁じられていた子供時代、アイルランド代表と

しての活躍、指導者転身後のエリートレベルでの経験、指導者

としてのフィロソフィー、女子サッカーの成功とステータスの

変化が語られました。また、女子EUROのテクニカルスタディ

についての共有は、受講者にとって有意義なものでした。

●　FIFA Female Coach Educators’ 
Development Pathway
FIFAが 2025年に開設した女性コーチエデュケーターを育

海外との情報共有

成するコースに、日本からは鈴木木乃実さんが参加しました。

●　TDS Global Female Pathway Knowledge 
Exchange Workshop
　FIFA が主催する女子エリート育成に特化したワーク

ショップであり、JFA アカデミー福島から杉山史帆さん、

JFAからは宮崎英津子が参加しました。

●　AFC Special Elite Youth Online Session 
(W&M)
　AFCがアジア各国の技術・育成責任者を対象に開催するエ

リートユース育成に関するオンラインセッション。佐々木則夫

女子委員長、井尻明U19日本女子代表監督、佐野佑樹JFAコー

チ、横道玲香U16/17女子日本代表コーチが参加しました。

●　AFC Empowering Women in Football 
Programme（AEWFP）Edition 1
　本プログラムは、AFC Academic Centre of Excellence

が主催し、2025年に新たに立ち上げられたAFC初の女性リー

ダーシップ育成プログラムです。アジアにおける女性のリー

ダーシップ強化を目的として設計され、第1期となる2025

年は、4月から10月までの約6か月間、全7モジュールに

わたり、英語による完全オンライン形式で実施されました。

本プログラムには、JFA職員2名が参加し、サッカー界にお

ける女性の歴史や役割への理解を深めるとともに、個人・グ

ループワークを通じて、ジェンダー不平等や構造的課題に向

き合い、変化を生み出すための視点とスキルを習得しました。

●　アメリカ視察
女子プロサッカーリーグとして大きな成功を収めているア

メリカ・NWSLのベンチマークを行うため、2025年 4月に

現地視察を行いました。ワシントン・スピリットでは、トレー

ニング見学のほか、フットボール部門からビジネス部門まで

数多くのスタッフとのミーティングを行い、各部門がどのよ

うに成長戦略を描いているのかを学びました。また、試合も

観戦し、数多くのサッカー少女たちがファンベースとなって

いることを実感しました。

　ニューヨークに拠点を構えるNWSL事務局も訪問、コ

ミッショナーの Jessica Berman氏、Sporting Director の

Sarah Gregorius 氏と会談し、NWSLの成長は女子代表チー

海外との取り組み

ムの競技レベルの高さ、女子サッカーの競技人口の多さ、ア

メリカの4大スポーツへの投資の成功事例などが基盤になっ

ていることなどをうかがいました。

https://weleague.jp/news/1706/
https://weleague.jp/pdf/about/management/20250625/250625_05.pdf
https://weleague.jp/pdf/about/management/20250625/250625_05.pdf
https://weleague.jp/news/1706/
https://weleague.jp/pdf/about/management/20250625/250625_05.pdf
https://weleague.jp/pdf/about/management/20250625/250625_05.pdf
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パートナー企業との取り組み

　JFAは、パートナー企業とともに、社会課題を起点に共創し、サッカーファミリーや世の中に対してポジティブな
インパクトを生み出す取り組みを行っています。

　MS&AD インシュアランスグループとしては、2015
年より日本代表戦での特別協賛をスタート。2025年は
長崎にて開催された「MS&AD カップ 2025」に特別協
賛しました。
　  対象試合
　11月 29日 vs カナダ女子代表 
　長崎スタジアムシティ（ピーススタジアム）

MS&ADカップ2025

©JFA

　試合の前週には開催地の長崎市内の小学校5校を巡回
し、「MS&ADサッカー教室」を開催。
約 170名の小学生が参加し、福西崇史さん、阪口夢穂
さんと一緒にサッカーを楽しみました。

　中学生女子年代の受け皿となるサッカークラブ設立や
運営の支援、事例発信、プレー環境の創出等を目的とし
て、『JFA×MS&ADなでしこ “つぼみ ”プロジェクト』
を実施しています。
　2025年度は、「福知山ユナイテッド FC U-15 Frau」

MS&AD インシュアランスグループ（株）
価値共創活動　JFA×MS＆ADなでしこ ”つぼみ ” プロジェクト

（京都府福知山市）、「NAGAREYAMA F.C. レディース
U-15」（千葉県流山市））を認定チームとして支援を開始
しました。

WEリーグでは、シーズンを通じてリーグ登録１年
目の選手を対象とした「新人研修」を実施しています。
クラブへのヒアリングを経て、今シーズンは昨年まで
の集合型や単発型研修から学習効率を高めるため、e
ラーニング形式に統一。
　これにより、いつでも・何度でも受講可能となり、
第 2登録ウインドー加入選手や任意ながら特別指定選
手と育成組織 TOP可選手も含め、全員が学習機会を確
保できる仕組みを整えました。
　今シーズン開幕前の本研修には 68名が参加し、「開
幕前必須講座」では 11 講座に加え、200 文字以上の
レポート課題 10件を全員が完遂。プロ選手としての心
構え、リーグ理念、コンプライアンスなど、競技と社
会の両面で求められる知識を、選手一人ひとりが自分

WEリーガー研修

のペースで深めました。
　研修を受講した選手からは、「個の成長がチームや
リーグ全体、そして日本女子サッカーの未来を支えるこ
とを強く感じた」、「結果を出すことは大切だが、それ
だけではなく、サッカー以外での振る舞いや人間性を
高めることが重要だと学んだ」、「10 年、20 年後、今
プロを目指す女の子やクラブ、リーグ関係者のために
も、技術の向上や地域との関わりを全うしたい」といっ
た声が上がりました。
　選手たちはシーズン中もお金やスポーツ医学、SNS
など多種多様な 13の講座を受講し、未来に向けて一歩
を踏み出しています。WEリーグは、これからも選手
の可能性を広げ、女子サッカーの価値を高めます。

必須 /
任意 講座名

1

開
幕
前
必
須

新人研修オープニン
グセッション

WEリーグ野々村チェア
からのメッセージ

2 WEリーグ宮本副理事長
からのメッセージ

3 日本プロサッカー選手会
有吉理事からのメッセージ

4

WEリーグ選手とし
ての基礎知識

タイトルパートナー
SOMPOからのメッセージ

5 WEリーグの理念・ビジョン

6 WEリーグのビジネス

7 マーケティング戦略

8 映像制作

9 WE ACTION

10 女子サッカーの歴史

11 アンチ・ドーピング FAIR PRIDE

12 リスクマネジメント

必須 /
任意 講座名

13

必
須

メディアトレーニング

14
コンプライアンス

インテグリティ・ハラス
メント・相談窓口

15 契約・法令順守

16 スポーツ・
インテグリティ

八百長、賭博、
スポーツベッティング

17
お金の教養講座

お金の貯め方・使い方

18 ライフプランとお金

19 アスリートSNS研修 基礎編

20 所得税・消費税の
基礎知識

所得税　確定申告の
基礎知識

21 女子スポーツ医学

22 ジェンダーについて

23 コミュニケーション
基礎

会話方法、自己紹介

24 会社訪問

25 任
意

メンタルトレーニングの基礎知識

26 女性サッカー選手における栄養と食事の基本

ⒸWE LEAGUE ⒸWE LEAGUE
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　女子サッカー普及の取り組みとして、小学生低学年の
サッカー未経験の女の子を主な対象とした、親子参加型
ファミリーサッカーフェスティバル ”ファーストタッチ”
を澤穂希キャプテンやOGゲストをお招きし全国15会
場にて開催しています。
　参加費無料で参加者にはオリジナル記念Tシャツをプ
レゼントしています。
”ファーストタッチ”とは、小学校1～3年生のサッカー
未経験・初心者を対象とした親子参加型のサッカーイベン
トです。小学生のサッカー初心者・未経験者を対象とした、
誰でも楽しめるサッカーフェスティバルです。お子様1名、

JFA Magical Field inspired by Disney 
ファミリーサッカーフェスティバル ” ファーストタッチ ”

©JFA

DREAM ROADは JFAとアディダスの価値共創プロ
ジェクトとして発足し、2025年に女子選手を対象とした
初のプログラムを実施しました。女子を対象としたプロ
グラムはANAも協働パートナーとして参加しています。
　世界基準の選手育成を目指し、育成年代の有望な女子
選手に海外クラブでのトレーニング機会を提供し、心身
の成長期にハイレベルな環境を経験することで、日本女
子サッカーの強化・発展を促進しています。
     初の女子対象海外留学プロジェクト
　（男子は2023年度から実施済）
　留学先はドイツ・FCバイエルン・ミュンヘン女子チーム
　（欧州トップクラブ、女子ブンデスリーガ優勝経験あり）
　期間：2025年 8月 15日～ 8月 30日（約2週間）
　対象：U-16・U-17の 4名

JFA アディダス DREAM ROAD 
collaborated with ANA

　女子サッカープレーヤーの5人に 1人が 13歳になっ
たタイミングでサッカーを辞めてしまうという課題を解
決すべく、ボトルネックとなっている中学生年代の女子
サッカークラブの創設支援を JFAとアディダスが連携し
て行うプロジェクト。初年度の2020年からの5年間で、
全国 88チームを本プロジェクトによって創設支援し、
ユニフォームやメンバー募集のための告知ツールの提
供、サッカークリニックの開催や、HER TEAM CUP等
のイベントへの参加などのサポートを提供しています。

アディダス・JFA共同プロジェクト
「HER TEAM」

保護者1名でご参加いただくプログラムとなっています。

©JFA/PR

©JFA

　WEリーグは、WEリーグタイトルパートナーである
ＳＯＭＰＯグループと一緒に、ＷＥリーガーや多様なス
テークホルダーがつながり、「みんな」の力で夢を実現
していく共創アクション・プログラム「ＯＵＲ ＳＴＯＲ
ＩＥＳ」に取り組んでいます。
　第一弾のテーマとして「10代で女子がスポーツをや
めてしまう問題」を掲げ、課題解決に向けてさまざまな
アクションを推進してきました。
　2025年 12月に開催した「ＯＵＲ ＳＴＯＲＩＥＳ未
来共創セッション」では、 「白ユニフォームに困る」とい
う声を受け、実際のユニフォームの変更に向けた課題解
決の具体的なプロセスと共創によって生まれた成功事例
を発表しました。また、女子サッカーのみならず、女子
スポーツ全体の未来を見据えたセッションを実施し、今
後のアクションについて議論を深めました。

共創アクション・プログラム「ＯＵＲ ＳＴＯＲＩＥＳ」

OUR STORIES プロジェクト動画（YouTube）
https://www.youtube.com/watch?v=sMj-7DLPSgc

　WEリーグシルバーパートナー・WEリーグカップ
戦タイトルパートナーであるクラシエ株式会社とWE
リーグは「①DE＆ I についての理解を深めて、自分
事化する②自身や組織、会社の現在地を客観的に把握
すること③それぞれの役割の中で具体的なアクション
を考えること」を目的にDE&I 研修を実施しました。
　研修では、WE リーグの海堀あゆみ理事がWE
リーグの理念や女子サッカーを取り巻く環境につい
て、村松邦子理事が「持続可能な社会とDE&I」など、
多角的な視点で話を展開しました。さらに、ブライ
ンドサッカー要素を取り入れたウォーキングフット
ボールで多様性を体感し、ワークショップで学びを
自分事化し今後のアクションを考えました。
　DE&I とは何かを頭と身体で体感し、一人ひとりが
気づきを得る時間となった本研修。WEリーグはこ
れからも理念を胸にパートナー企業のみなさまとさま
ざまな活動を進めていきます。

クラシエ×WEリーグコラボ DE＆ I   研修

©WE LEAGUE

©WE LEAGUE

SOMPO WEリーグ特設サイト
https://sports.sompo-hd.com/weleague

※多様性（ダイバーシティ）、公正性（エクイティ）、包含性（イ
ンクルージョン）の頭文字を合わせた略称

※

https://www.youtube.com/watch?v=sMj-7DLPSgc
https://www.youtube.com/watch?v=sMj-7DLPSgc
https://sports.sompo-hd.com/weleague
https://sports.sompo-hd.com/weleague
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　一般スポーツ団体向けのガバナンスコードでは、中央
競技団体向けとは異なり、組織運営、編成に関する数値
目標は挙げられていません。しかし、国内競技連盟（NF）
に準じる公共性の高い団体であり、中央競技団体向けの
ものを参照しつつ、役員等の多様性の確保に取り組んで
いくことが重要です。クラブやリーグ、連盟もこれに準
じると考えます。
　下表では、47都道府県サッカー協会（FA）における
女性役員の人数と割合の内訳を示しています。役員を
増やしていくためにも、サッカー界全体で、女性があら
ゆる場に一定数いて、そのポテンシャルを発揮できる状
態になっていることが大切です。JFAでは FAに向けて
20％以上となるよう投げかけ推奨しています。
　47FAにおける役員改選は２年ごとであり、2025年
改選は 6FAのみで、数字の面では変化はありませんで
した。しかし、今年は47FAに対し、現状を調査、ディ

スカッションした上で、女性役員割合 25％という目標
が提示されました。また、WEPs 年次レポートを作成し、
47FA、加盟団体などに共有させていただき、そのこと
で意識していただく協会、団体が増えてきたと認識して
います。2024年には 47FA会長が誕生しました。副会
長は12人、総理事数も年々増加しています。多くの女
性理事を配置する FAも増えてきています。一方でまだ
0人のところは減少傾向にあるものの現状6FAです。１
人というところが14FAです。1人だけではなかなか力
を発揮するのは難しいものです。ぜひ今後に向けてご準
備いただければと思います。
　本レポートや研修機会の提供、また好事例（女性役員
を増やしたことによる組織内のポジティブな変化など）、
この課題の改善に向けた取り組みをさらに共有し、共に
取り組んでいきます。

▶  47FAにおける女性役員の人数と割合

会長
副会長
専務理事
常務理事
理事
監事
特任理事
　　合計

[103] [1,137] [9.1%]

103 1,137 9.1

女性理事数 理事総数 女性割合

JFA評議員 3
（長野FA、和歌山
FA、WEリーグ）

2024

1

12

0

8

82

8

4

115

0

10

1

5

71

7

5

99

2023

0

9

1

4

68

7

4

93

2022

%

20242023
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理事数推移
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5.3%

7.6%

9.1%

パーセンテージは女性割合
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12.8%
29.8%
21.3%
14.9%
8.5%
10.6%
-

2.1%

女性理事数

6

14

10

7

4

5

0

1

10

13

13

4

2

3

1

1

12

13

11

3

3

3

2

0

202420232022

10

13

13

4

2

3

1

0-1%未満

1-5%未満

5-10%未満

10-15%未満

15-20%未満

20-25%未満

25-30%未満

女性理事割合
▶  

202420232021

6

9

12

9

6

5

0

15

9

13

8

1

0

1

12.8%

19.1%

25.5%

19.1%

12.8%

10.6%

-

47都道府県サッカー協会の取り組み

2025

1

12

0

8

82

10

5

118

5

15

9

9

5

3

0

1

2025 2025

6

9

12

9

6

5

0

2025

103
9.1%

会社名

ＳＯＭＰＯグループ
SOMPOグループは、WEリーグと連携することによって、女性活躍の推進を図るとともに、様々
な社会・地域課題の解決に取り組み「“安心・安全・健康 ”であふれる未来」の共創を目指していき
ます。

ダイハツ工業株式会社

ダイハツは女子サッカーを応援しています。
大好きなサッカーに、もっと夢中で打ち込んでほしい。
サッカーが大好きな女の子たちに、もっと自由に夢を見てほしい。
幼児・小学生から、高校女子サッカー、なでしこリーグ、そしてプロのWE LEAGUE まで。
ダイハツはそれぞれの地域に根ざす販売会社と一丸となって、
サッカーに打ち込むすべての女性と女の子たちの夢に寄り添い続けます。

株式会社ビーズインターナ
ショナル（X-girl）

選択肢の多様化が進む中、X-girl はWEリーグと共に現代の若い女性が自分らしく生きるための
「GIRL’S MOVEMENT」を起こす。
WEリーグの「女子サッカー・スポーツを通じて、夢や生き方の多様性にあふれ、一人ひとりが輝
く社会の実現・発展に貢献する」という理念を、ファッション、ライフスタイルの観点から共創し
ていきたい。

クラシエ株式会社
クラシエは、WEリーグの理念「女子サッカー・スポーツを通じて、夢や生き方の多様性にあふれ、
一人ひとりが輝く社会の実現・発展に貢献する。」に共感し、WEリーグと共に「みんなが主人公に
なる暮らし」の実現を目指しています。

株式会社西原商会
女子サッカーにはサッカー界の未来を切り拓く力があり、選手の皆様が世界へ挑戦し、はばたく姿は、
当社の「日本の食を世界へ届ける」という想いとも重なります。西原商会は、食の力でWEリーグ
と共に歩みながら、女性活躍がさらに広がる社会の実現に貢献してまいります。

DAZN Japan 
Investment 株式会社

DAZNならびにDAZNの持つ 360度のあらゆるチャネルで女子サッカー・女子スポーツの魅力を
伝えていきたい。スポーツ文化に、そしてスポーツの力でより豊かな社会を築く

株式会社読売新聞東京本社
読売新聞は、スポーツ報道に加えて、プロスポーツ興行や各種スポーツ大会の開催などを通して、
スポーツのすばらしさを伝える活動をしています。2024 年にWEリーグのパートナーとなったの
も、その活動の一環です。全国紙のメリットやグループの力を活用して、リーグ全体はもちろん、個々
のチームや選手の皆さんの支援に積極的に取り組みます

KPMGコンサルティング
株式会社

KPMGは、2023 年に「ソーシャルインパクトパートナー」に就任し、WEリーグの設立意義のひ
とつである “女性活躍社会の牽引 ”や、理念である “一人ひとりが輝く社会 ”の実現に向けて、主に
WE ACTIONの企画・実行をサポートをしつつ、WEリーグの活動全般を支援しています。

一般社団法人
全国信用金庫協会

女性活躍推進を共通の課題としている信用金庫業界として、設立意義の一つに「日本の女性活躍社
会を牽引すること」を掲げているWEリーグのWE ACTIONに協賛しています。
全国２５４の信用金庫の応援が「世界一アクティブな女性コミュニティ」の実現に向けて少しでも
お役に立てればと考えています。

パーソルホールディングス
株式会社
パーソルキャリア株式会社

“ はたらくWell-being” 創造カンパニーとしてアスリートの柔軟で多様なはたらき方・キャリア形
成を支援。
「WEリーグ」に関わる選手・スタッフへのキャリア支援を通じ、女性のさらなる活躍の場の拡大へ
の貢献とともにグループビジョンである「はたらいて、笑おう。」の実現を推進していく。

株式会社メディアジーン

経済ニュースメディア「ビジネス インサイダー ジャパン（Business Insider Japan）」内のDEI
メディア＆コミュニティ「マッシングアップ（Mashing Up）」は、「多様性へのまなざし」や「イ
ンクルーシブな価値観」を大切に、日々の業務に活きる気づきや学び、新しい視点を発信しています。
「女子サッカー・スポーツを通じて、夢や生き方の多様性にあふれ、一人ひとりが輝く社会の実現・
発展に貢献する」というWEリーグの理念に共鳴し、情報発信の力で社会を動かすメディアとして、
スポーツ界における多様性の推進を後押しし、未来を切り拓くムーブメントをともに創り出してい
きます。

WEリーグパートナー各社の協賛趣旨（ ダイバーシティ&インクルージョン関連事項抜粋）

協賛趣旨
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原則７　透明性、成果の測定、報告

5352

原則６　地域におけるリーダーシップと参画

7

　本原則に対する取り組みは、まさにこのレポートです。
年次レポートを作成して現状や成果をフォローし、また
好事例を共有しつつ、課題に対して一つひとつ粘り強く
取り組んでいきます。本レポートを作成して発信してい
ることで、サッカーファミリーの皆さんに情報を届け、
各組織の中でご検討いただけたケースが多くあったこと
を実感しています。本レポートをサッカー界で共有する

ことで、この課題自体への理解を広げるとともに、さら
に深めていただき、課題意識を持つ仲間を増やしていき
ます。
【 関連の取り組み 】
「女性登用の見える化」と各クラブによる「WE 
STATEMENT」（22～ 23、26ページ参照）

▶  女性活躍推進活動の振り返り（一覧）

JFA JFA & WEリーグ WEリーグ

※競技そのものに関わる項目は除外して記載

7原則

6原則

5原則

4原則

3原則

2原則

1原則

● なでしこvision
● JFA理事会
● JFA規則：妊娠/出産に関わる契
　約上の不利益の禁止
● JFA女子サッカーデー

● WEリーグ開幕
● なでしこリーグビジョン・ステー
　トメント

● WEリーグの名称とロゴ
● WEリーグの理念とビジョン
● 理念推進のために設定した参入基準
● WEリーグクレド（行動規範）
● 価値創造ストーリー
● 優勝チームに贈られる「WEリーグ     
　トロフィー」
● 理念推進日「WE ACTION DAY」
● 「ALL WE ACTION DAY」
● WE ACTION MEETING

● アクセス・フォー・オール宣言
● サッカーファミリーにおける女性の人数
● JFAの役員・職員における女性の人数
● 女性指導者について
● 国際的に活躍する女性指導者
● 女性審判員について
● 障がい者サッカーでの女子日本代表活動

● WEリーグ・なでしこリーグの役員・
　職員における女性の人数
● WEリーグの女性登用の見える化
● WE STATEMENT
● あらゆる場面での女性の活躍

● リスペクト・フェアプレー
● 現役選手の産前・産後サポート

● ウェルフェアオフィサー制度
● FIFAが女子健康・ウェルビーイング・
　パフォーマンスプロジェクト発信
● 女性審判員の産前・産後サポート
● O-30・O-40大会での選手のお子さん
　のベンチ入り
● お子さんを連れての審判員研修会参加

● 「WEリーグなんでも相談窓口」の
　開設
● 託児施設の設置

● JFA/WEリーグ女性リーダーシッ
　ププログラム

● 海外との取り組み
● WEリーガー研修

● パートナー企業との取り組み
● 協創アクション・プログラム「OUR 
STORIES」
● WEリーグパートナー各社の協賛
　趣旨

● 47都道府県サッカー協会の取り組み ● 地域との取り組み

● 年次レポートの作成

地域との取り組み

　2025年 4月には野々村チェア、宮本副理事長が渋谷
区役所を訪問し、長谷部健渋谷区長と地域性やスポーツ
事情、サッカーグラウンド、女子学生のスポーツ離れな
どについて意見交換を行いました。

　2025年 11月には渋谷区スポーツ協会主催の「渋谷
スポフェス」でWE ACTION DAYを実施し、女子プロ
サッカー選手の魅力を伝える機会を提供しました。

©WE LEAGUE©WE LEAGUE

　北海道FAは、2名の女性副会長のもと、サッカー
を通じて女性が輝く社会を目指すなでしこVISION実
現に向けた取り組みに力を入れています。JFA/WE
リーグ女性リーダーシッププログラム（JWLP）には、
札幌地区FAを含めて、北海道から5名が参加し、全
国の仲間と交流しながら学びを深め、北海道の女子
サッカー発展と女性活躍の下地をつくっています。　
【元なでしこジャパン・ドイツＷ杯優勝メンバー 山郷
のぞみさんに学ぶ GKクリニック・講演会】
　JFA女子サッカーデー事業は、プログラムでの学び
を北海道に還元する機会の一つであり、2025年は、
リーダーシッププログラム参加をきっかけに橋本美湖
女子副委員長（第4期）が親交を深めた山郷のぞみさ
んを北海道にお招きし、GKクリニックと講演会を実
施しました。クリニックには、道内のGKの女子選手
が参加し、熱心に指導をあおぐとともに、女子ユース
ダイレクターも山郷さんの指導に刺激をいただきまし
た。講演会は、石崎民枝札幌地区FA副会長（第5期）
のあいさつにはじまり、中川綾子女子委員長（第6期）

地域 FAの取り組み - 北海道 FA - 女性リーダーシッププログラムでの学びの還元

HKFA公式WEBサイト

https://www.hfa-dream.or.jp/committee/women/

の司会のもと、審判員として山郷さんと交流があった
大岩真由美副会長（第3期）が聞き手となり、鷲津裕
美副会長（第1期）が講演を締めくくる形となりました。

【女の子のためのサッカーガイド】
　主にU-6 の女の子とその保護者を対象として、小
学生、中学生、高校生、1種、シニアそれぞれの年代
で女性がサッカーを続けるパスウェイをやわらかく
伝えるリーフレットを作成しています。女性リーダー
シッププログラムにて、中川女子委員長が紹介した
ところ、熊本 FAの風戸南陽子広報委員長が本リーフ
レットに着想を得られ、熊本版女子サッカーガイド
が作成されることとなりました（関連記事 p.42）。女子委員会

● 海外との情報共有

左から、野々村チェア、長谷部渋谷区長、宮本副理事長

https://www.hfa-dream.or.jp/committee/women/
https://www.hfa-dream.or.jp/committee/women/
https://www.hfa-dream.or.jp/committee/women/
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　2025年 11月に、第25回夏季デフリンピック競技大会 東京 2025が開催されました。サッカー
競技（デフサッカー男女）は Jヴィレッジ（福島県）を会場とし、男女ともに、デフリンピックで初
めてのメダルとなる銀メダルを獲得しました。

第25回夏季デフリンピック競技大会 東京2025
デフサッカー女子日本代表が銀メダルを獲得

©Haruo.Wanibe/JDFA

AFCアワード2025

　AFCアワード2025が 10月にサウジアラビアのリヤドで開催され、高橋はな選手が年間最優秀選
手賞（女子）、浜野まいか選手が年間最優秀アジアインターナショナルプレーヤー賞（女子）を受賞し
ました。

　2025 年 11 月、女子フット
サルにとって初の世界大会とな
る FIFAフットサル女子ワールド
カップがフィリピンで開催されま
した。須賀雄大監督が掲げたチー
ムコンセプト「憧れと共感」「ハー
ドワーク世界一」のもと、アジア
勢で唯一ベスト８入りを果たしま
した。

FIFA フットサル女子ワールドカップ  フィリピン2025
フットサル日本女子代表ベスト８

　2025年 2月にアメリカで開催された2025 SheBelieves Cupで、当時 FIFAランキング１位のア
メリカに13年ぶりに勝利（2-1）するなど、３戦全勝で初優勝を飾りました。ニルス・ニールセン監
督のもとでの初タイトル獲得となり、また、田中美南選手が大会MVPに選ばれました。
　この大会で招集されたなでしこジャパンの選手23人のうち、19人が海外クラブに所属しており、
女子選手が世界で活躍する機会と選択肢が広がっています。

2025 SheBelieves Cup
なでしこジャパン（日本女子代表）初優勝

リスペクトアウォーズ2025
福島県の女子サッカーチーム FUKUSHIMA WWW. が大賞受賞

　JFA が 3年ぶりに実施したリスペクトア
ウォーズでは、2025年度に初めて一般投票
により受賞者を選定。福島県で誕生したア
マチュア女子サッカーチーム FUKUSHIMA 
WWW.が大賞に選ばれました。サッカーの
対戦相手として訪れた他県のチームに対し、
東日本大震災の教訓や防災意識の重要性を伝
えるなど、サッカーによる地域活性化の一つ
のモデルとして活動しています。 ©JFA授賞式の様子（左：今井純子リスペクト委員長、

右：FUKUSHIMA WWW.佐藤夏美代表）

子女 サ ッ カ ー OT P CI S

浜野まいか選手（2025 SheBelieves Cup 第 1
戦なでしこジャパンvsオーストラリア女子代表）

©JFA高橋はな選手（東アジアE-1サッカー選手権2025決勝大会 
韓国　なでしこジャパン vsチャイニーズ・タイペイ女子代表）

©JFA

田中美南選手（第3戦なでしこジャパン vs
アメリカ女子代表）

©JFA©JFA

©2025 FIFAグループステージ第 1節 フットサル日本女子代表 vs
ニュージーランドフットサル女子代表



女性のエンパワーメント 年次レポート 2025

発行：公益財団法人日本サッカー協会
www.jfa.jp

監修：公益財団法人日本サッカー協会・公益社団法人日本女子プロサッカーリーグ

本誌の記事・写真・図表・ロゴマークなどの無断転載を禁じます。


